
京都府知事賞　「桃の里」 
川見　久雄さん（網野町） 

京丹後市長賞　「冬、朝のひとしごと」 
　清水　まさ子さん（久美浜町） 

（社）京都府観光連盟会長賞 
「晩　夏」 

荻野　博さん（峰山町） 

第１回丹後の四季を撮ろう「フォトコンテスト」入選作品決定 

　市では、「新・丹後王国“京丹後”」を

テーマに「第１回丹後の四季を撮ろう『フ

ォトコンテスト』」を実施。結果、市内の

自然や催し、祭りなど四季の風物詩をとら

えたすばらしい129点（71人）のご応募

をいただき、このたび入選作品が決定しま

した。 
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主な内容 

◆平成19年度京丹後市予算 
　「行財政改革を進めつつ、〈選択と集中〉による　地域力・市民力の開拓支援型予算」 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～丹後の底力の再生～ 
◆農村整備に「環境との調和」を最重視　「京丹後市農村環境計画」を策定 

広報広報



288億3,000万円 

242億8,960万円 

  68億1,000万円 

    4億2,700万円 

67億3,000万円 

43億8,400万円 

7億  500万円 

11億2,900万円 

4億1,500万円 

34億6,000万円 

7,750万円 

200万円 

6,700万円 

　　 　7,400万円 

　　　670万円 

　　　240万円 

76億6,918万円 

15億  270万円 

61億6,648万円 

607億8,878万円 

一般会計 

特別会計合計 

　　国民健康保険事業 

　　国民健康保険直営診療所事業 

　　老人保健事業 

　　介護保険事業 

　　介護サービス事業 

　　簡易水道事業 

　　集落排水事業 

　　公共下水道事業 

　　浄化槽整備事業 

　　土地取得事業 

　　工業用地造成事業 

　　宅地造成事業 

　　峰山財産区 

　　五箇財産区 

公営企業会計 

　　水道事業 

　　病院事業 

総　合　計 

◆地方税 

　市民税・固定資産税など 

◆使用料及び手数料 

　公共施設の使用料や住民票 

　の発行手数料など 

◆分担金及び負担金 

　保育所の保育料や老人福祉 

　施設措置費など 

◆繰入金 

　財源確保などのため、基金 

　を取り崩すもの 

◆国庫・府支出金 

　国・府からの負担金や補助 

　金、委託金 

◆地方債 

　建設事業などを行うための 

　長期の借入金 

◆地方交付税 

　一定水準の行政サービスを 

　保つための国からの交付金 

歳　　入 

◆人件費 

　理事者（市長・副市長・教育長）、議会議員、 

　職員の給与など 

◆公債費 

　市債の元利償還金や一時借入金の利子 

◆扶助費 

　生活保護費や医療給付費など 

◆普通建設事業費 

　道路や学校、公共施設整備などの経費 

◆補助費等 

　各種団体への補助金や各地区への交付金など 

◆繰出金 

　特別会計に支出するもの 

◆物件費 

　旅費、委託料、光熱水費、備品購入費など 

歳出（性質別） 

　『ひと、みず、みどり　歴史と文化が織りな

す交流のまち』を将来像として掲げる京丹後市

の平成19年度予算につきましては、京丹後市行

財政改革大綱に基づく「行財政改革推進計画」（集

中改革プラン）および「第一次京丹後市総合計画」

との整合を図りながら、本格的なまちづくりを

進めるための予算としています。 

　
国
が
策
定
し
た
平
成
十
九
年
度
の
地
方
財
政
計

画
で
は
、
地
域
に
お
い
て
必
要
な
行
政
課
題
に
対

し
て
適
切
に
財
源
措
置
を
行
い
、
安
定
的
な
財
政

運
営
に
必
要
な
地
方
交
付
税
な
ど
の
総
額
を
確
保

す
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
全
国
ベ
ー
ス
で
の
地
方

交
付
税
は
、
前
年
比
四
・
四
％
減
と
な
っ
て
い
る

な
ど
、
本
市
の
歳
入
の
基
幹
を
な
し
て
い
る
地
方

交
付
税
が
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
財
源

状
況
は
一
層
厳
し
い
も
の
に
な
る
と
想
定
し
て
い

ま
す
。 

　
こ
う
し
た
中
で
、
平
成
十
九
年
度
予
算
は
、
各

種
補
助
金
、
人
件
費
を
抑
制
す
る
取
り
組
み
を
行

う
と
と
も
に
、
「
行
財
政
改
革
推
進
計
画
」
に
準

拠
し
つ
つ
も
、
情
報
化
の
地
域
格
差
解
消
と
な
る

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
な
ど

の
懸
案
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
予
算
計

上
し
て
い
ま
す
。 

　
市
政
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
環
境
は
、
大
き
な

変
革
の
真
只
中
に
あ
り
、
地
方
分
権
の
進
展
に
よ

り
、
地
方
自
治
体
の
果
た
す
役
割
は
、
ま
す
ま
す

大
き
く
な
る
と
同
時
に
、
行
政
分
野
に
お
い
て
も

地
域
間
競
争
と
自
己
決
定
・
自
己
責
任
の
中
で
、

周
到
に
先
を
予
測
し
、
市
と
し
て
主
体
的
に
判
断

を
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
克
服
し
、
京
丹
後

市
が
今
後
発
展
す
る
た
め
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
地

域
力
」、「
市
民
力
」
の
開
拓
と
そ
れ
へ
の
支
援
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。 

　
こ
の
地
域
力
・
市
民
力
を
精
一
杯
研
究
開
発
に

努
め
る
中
で
、
丹
後
の
地
力
（
じ
り
き
）
、
丹
後

会
計
の
区
分 

平成19年度京丹後市予算 

　『行財政改革を進めつつ、〈選択と集中〉による 
　　　　　　　　　地域力・市民力の開拓支援型予算』 
　　　　　　　　　　　　　　　～ 丹後の底力の再生 ～ 

　『行財政改革を進めつつ、〈選択と集中〉による 
　　　　　　　　　地域力・市民力の開拓支援型予算』 
　　　　　　　　　　　　　　　～ 丹後の底力の再生 ～ 

の
底
力
を
再
び
息
づ
か
せ
、
活
性
さ
せ
て
い
く
も

の
で
あ
る
と
信
じ
、
「
協
働
と
共
創
の
ま
ち
づ
く

り
」、「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
並

び
に
「
行
財
政
の
健
全
化
」
の
各
種
施
策
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
夢
が
持
て
「
住
み
続
け
ら
れ
る

ふ
る
さ
と
京
丹
後
市
」
を
め
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

    

　
市
の
会
計
は
、
大
き
く
「
一
般
会
計
」
と
「
特

別
会
計
」、「
公
営
企
業
会
計
」
の
三
つ
に
わ
か
れ

て
い
ま
す
。 

　
「
一
般
会
計
」
は
、
道
路
、
福
祉
、
教
育
な
ど

の
基
本
的
な
行
政
事
業
を
行
う
会
計
の
こ
と
で
す
。 

　
ま
た
、
「
特
別
会
計
」
と
は
、
国
民
健
康
保
険

や
介
護
保
険
な
ど
の
よ
う
に
、
保
険
料
や
使
用
料

な
ど
の
特
定
の
収
入
を
も
っ
て
特
定
の
支
出
に
充

て
て
事
業
を
行
う
場
合
な
ど
、
一
般
会
計
と
区
分

し
て
経
理
す
る
も
の
で
、
市
で
は
十
四
の
特
別
会

計
を
設
け
て
い
ま
す
。 

　
一
方
、
収
益
が
あ
る
水
道
事
業
と
病
院
事
業
に

つ
い
て
は
、
地
方
公
営
企
業
法
と
い
う
法
律
に
基

づ
き
、
「
公
営
企
業
会
計
」
と
し
て
設
け
て
い
ま

す
。 

     

　
一
般
会
計
は
、
平
成
十
八
年
度
に
比
べ
三
億
八

予

　

　

算 

予

　

　

算 

一
般
会
計 

　
対
前
年
度
一
・
三
％
増 

予
算
総
額 

平成19年4月 平成19年4月 広報きょうたんご広報きょうたんご

3 2

人件費
65億5,116万円

公債費
53億9,056万円

扶助費
27億108万円

普通建設事業費
38億6,078万円

その他
6億5,705万円

補助費等
25億415万円

繰出金
25億9,176万円

物件費
45億7,346万円

歳　出
288億3,000万円

費

50.8％投資的
経費
13.3％

投資的
経費
13.3％

費
35.9％

任
意

的

経

義
務

的

経

歳　入
288億3,000万円

地方税
59億1,914万円

繰入金
11億7,340万円

使用料及び手数料
5億9,876万円

分担金及び負担金
6億6,775万円

その他
7億531万円

その他
14億6,790万円

国庫支出金
15億4,871万円

府支出金
17億2,033万円

地方債
35億2,870万円

地方交付税
115億円 源

31.4％

自
主

財

源 68.6％

依

存

財



 

　市内各産業をそれぞれ体験・交流型の産業と

して育成・活用し、市内全体を観光・交流の拠

点とするための推進母体となる協議会を設立し

ます。 

 

 

 

　都市圏の住民を当市に受け入れ、農業はじめ

市内各産業の現場で体験・交流を行う活動（Ｎ

ＰＯ法人日本都市農村交流ネットワーク）を支

援するため補助金を交付します。 

 

 

　首都圏でのＰＲイベントや関西圏大手デパー

トを利用し、京丹後市の魅力や情報を積極的に

発信します。 

 

 

 

　都市圏などの京丹後市出身者や共鳴者のみな

さんを「京丹後市共創市民（仮称）」として、

まちづくりパートナーとなっていただく制度を

創設します。 

 

 

 

　環境に配慮した営農を推進するため、生分解

性マルチフィルムの購入経費の一部を助成します。 

 

 

 

　有害鳥獣である猪や鹿を有効活用し、地域活

性化に結びつけるための調査・研究を実施します。 

●「体験型旅行協議会(仮称)」設立【総務費】88万円 

 

 

 

 

 

●「農村コミュニティ再生・活性化事業」補助金 

　　　　　    【農林水産業費】　175万円 

 

 

 

 

 

●「総合魅力・情報発信」【総務費 】 　　140万円 

 

 

 

 

●「京丹後市共創市民制度(仮称)」創設 

　　　　　　　　　　　　　　【総務費】 110万円 

 

 

 

 

 

●「環境保全型農業資材普及支援」事業補助金 

【農林水産業費】 160万円 

 

 

 

●「猪・鹿肉有効活用」研究開発 

　　　　　　　　　　　【農林水産業費】 150万円 

 

 

　農家以外の地域の住民と一緒になり、地域全

体で農地・農業用施設などの資源や景観・生態

系の保全なども含めた環境保全を行う活動を支

援し、地域共同の取り組みと、環境体験学習の

実施なども含めた農村地域の活性化および持続

的な資源保全を図ります。 

 

 

　海業体験モデル事業として、定置網漁業体験

事業などを実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　大宮町河辺西部地区において農業生産基盤と

生活環境基盤を一体的に整備し、ゆとりと安ら

ぎのある居住環境の改善を図ります。 

 

 

 

　京都工芸繊維大学と連携し、起業アイデアコ

ンペティション、産学官連携フォーラムなどを

開催します。また、産学連携のコーディネート

も行い、市内産業の振興を図ります。 

◎「農地・水・環境保全対策支援」事業負担金 

　　　　　　　　　　【農林水産業費】   1,838万円 

 

 

 

 

 

 

 

●「海業体験」事業【農林水産業費】　　　  24万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎「農村振興総合整備」事業 

　　　　　　　　　【農林水産業費】 4億1,207万円 

 

 

 

 

●「産学連携推進コーディネート」事業 

　　　　　　　　　　　　　【商工費】 203万円 

 

 

 

 

一般会計の主な事業〔●＝新規、◎＝拡大など、○＝継続〕 

Ⅰ　ひと・もの・ことが行き交う　交流経済都市 

 

 「協働と共創のまちづくり」、「地域資源を活かしたまちづくり」、「行財政の健全化」の各種施策を積極的に

取り組み、夢が持て「住み続けたいふるさと京丹後市」をめざしたまちづくりを推進していきます。「京丹後

市総合計画」の６つの基本方針の区分により一般会計の主な事業をご紹介します。 

行財政改革を進めつつ、選択と集中による 
　　　　　　　　　地域力・市民力の開拓支援型予算 
　　　　　　　　　　　　　　～丹後の底力の再生～ 

行財政改革を進めつつ、選択と集中による 
　　　　　　　　　地域力・市民力の開拓支援型予算 
　　　　　　　　　　　　　　～丹後の底力の再生～ 

歳
　
入 

▲
▲

歳
　
出 

▲
▲

一
般
会
計 

千
万
円
、
一
・
三
％
増
額
の
二
百
八
十
八
億

三
千
万
円
、
特
別
会
計
が
十
四
会
計
を
あ
わ

せ
て
二
百
四
十
二
億
八
千
九
百
六
十
万
円
、

公
営
企
業
会
計
が
二
会
計
を
あ
わ
せ
て
七
十

六
億
六
千
九
百
十
八
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
予
算
は
、
収
入
と
し
て
の
「
歳
入
」
と
、

支
出
と
し
て
の
「
歳
出
」
の
バ
ラ
ン
ス
で
成

り
立
っ
て
い
ま
す
。
（
前
頁
の
グ
ラ
フ
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
） 

      

　
一
般
会
計
の
歳
入
予
算
は
、「
自
主
財
源
」

と
「
依
存
財
源
」
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

　
「
自
主
財
源
」
は
、
市
が
自
ら
徴
収
で
き

る
財
源
で
、
市
税
や
使
用
料
、
分
担
金
な
ど

が
こ
れ
に
あ
た
り
、
行
政
活
動
の
自
主
性
と

安
定
性
を
確
保
で
き
て
い
る
か
ど
う
か
の
尺

度
と
な
る
も
の
で
、
十
九
年
度
は
九
十
億
六

千
四
百
三
十
六
万
円
、
全
体
の
三
一
・
四
％

を
占
め
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
「
依
存
財
源
」
は
、
国
や
府
か
ら

入
る
お
金
や
借
入
金
な
ど
で
、
地
方
交
付
税

や
国
庫
支
出
金
、
市
債
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た

り
、
総
額
は
百
九
十
七
億
六
千
五
百
六
十
四

万
円
、
六
八
・
六
％
を
占
め
て
い
ま
す
。 

　
依
存
財
源
の
う
ち
で
、
一
定
水
準
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
保
つ
た
め
に
国
か
ら
交
付
さ
れ

る
地
方
交
付
税
は
百
十
五
億
円
で
、
歳
入
全

体
の
三
九
・
九
％
を
占
め
て
お
り
、
国
の
政

策
動
向
に
よ
り
京
丹
後
市
の
財
政
が
大
き
く

左
右
さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

　
国
・
地
方
と
も
財
政
状
況
は
極
め
て
厳
し

く
、
国
に
お
け
る
「
三
位
一
体
の
改
革
」
に

よ
る
地
方
交
付
税
総
額
の
縮
減
が
進
め
ら
れ

て
い
る
た
め
、
今
後
も
一
層
厳
し
い
状
況
が

進
む
と
予
想
し
て
い
ま
す
。 

　
本
年
度
は
、
山
積
す
る
行
政
課
題
、
多
様

化
す
る
市
民
の
み
な
さ
ん
の
要
望
に
対
応
す

る
た
め
、
後
年
度
の
財
政
運
営
を
考
慮
し
な

が
ら
、
財
源
に
つ
い
て
は
、
収
入
の
柱
と
な

る
地
方
交
付
税
を
最
大
限
に
見
込
み
予
算
計

上
す
る
と
と
も
に
限
り
あ
る
基
金
を
繰
り
入

れ
て
財
源
を
確
保
し
て
い
ま
す
。 

   

　
市
で
は
、
「
行
財
政
改
革
推
進
計
画
」
に

基
づ
き
平
成
二
十
一
年
度
の
基
礎
的
な
財
政

規
模
を
二
百
七
十
億
円
程
度
と
す
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
十
九
年
度
は
、

歳
出
決
算
規
模
を
二
百
八
十
四
億
円
程
度
を

目
標
と
し
つ
つ
、
必
要
最
小
限
の
新
規
事
業

や
市
民
生
活
に
お
い
て
先
延
ば
し
で
き
な
い

情
報
化
の
地
域
格
差
解
消
と
な
る
ブ
ロ
ー
ド

バ
ン
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
な
ど
の
懸

案
事
業
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
計
上
。
一
方
、

各
種
補
助
金
や
物
件
費
の
見
直
し
を
積
極
的

に
実
施
し
た
の
を
は
じ
め
、
特
別
職
・
一
般

職
の
人
件
費
を
抑
制
す
る
な
ど
、
経
常
経
費

の
削
減
に
努
め
、
行
財
政
の
ス
リ
ム
化
、
簡

素
効
率
化
を
図
り
予
算
規
模
の
縮
小
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

　
前
頁
の
グ
ラ
フ
が
示
す
と
お
り
、
歳
出
の

う
ち
最
も
多
い
も
の
が
理
事
者
（
市
長
ほ
か
）・

議
会
議
員
・
職
員
な
ど
の
人
件
費
で
、
六
十

五
億
五
千
百
十
六
万
円
、
全
体
の
二
二
・
七

％
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
新
規
採
用
の
抑
制

と
と
も
に
、
議
会
議
員
、
理
事
者
お
よ
び
職

員
の
給
与
、
管
理
職
手
当
の
引
き
下
げ
を
行

う
な
ど
前
年
度
と
比
べ
る
と
一
億
六
千
五
百

六
十
万
円
、
二
・
五
％
の
減
少
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
職
員
定
数
の
適
正
化
な
ど
に

努
め
、
人
件
費
の
抑
制
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

    

　
京
丹
後
市
に
は
、
一
般
会
計
の
他
に
十
四

種
類
の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
、
病
院
事
業

と
い
う
二
つ
の
企
業
会
計
を
設
置
し
て
い
ま

す
。 

　
特
別
会
計
の
予
算
総
額
は
、
二
百
四
十
二

億
八
千
九
百
六
十
万
円
で
前
年
度
二
百
三
十

六
億
九
千
五
十
万
円
と
比
べ
五
億
九
千
九
百

十
万
円
、
二
・
五
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
平
成
十
八
年
十
月
に
創
設
さ
れ

た
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
拠
出
金
が
追

加
さ
れ
た
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
、

ま
た
網
野
浄
化
セ
ン
タ
ー
建
設
に
着
手
す
る

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
大
き
く
増
加

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。 

　
ま
た
、
企
業
会
計
の
予
算
総
額
は
、
七
六

億
六
千
九
百
十
八
万
円
で
、
前
年
度
七
十
五

億
二
千
二
百
二
十
五
万
円
に
比
べ
一
億
四
千

六
百
九
十
三
万
円
、
二
・
〇
％
の
増
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

         

　
開
か
れ
た
透
明
性
の
高
い
市
政
を
引
き
続

き
推
進
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
市
政
に
対
す
る
理
解
度
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
願
い
、
市
民
総
監
視
の
中
で
の
予

算
編
成
に
資
す
る
た
め
、
平
成
十
九
年
度
当

初
予
算
編
成
に
お
き
ま
し
て
も
、
予
算
編
成

過
程
の
公
開
、
地
区
要
望
に
対
す
る
第
一
次

査
定
状
況
を
公
開
し
予
算
措
置
状
況
を
再
度

確
認
し
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
も
引
き
続
き

実
施
し
て
い
ま
す
。 

  

※
平
成
十
九
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
後
日

発
行
予
定
の
本
紙
「
予
算
特
集
号
」
で
詳

し
く
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

特
別
会
計 

開
か
れ
た 

　
透
明
性
の
高
い 

　
　
　
市
政
の
推
進 

　
　
予
算
編
成
過
程
を
公
開 

予

　

　

算 

予

　

　

算 

定
置
網
体
験 
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　青年会議所近畿地区会員大会が京丹後市内で

実施され、若手経済人が多く集うことから、開

催にかかる支援を行うとともに、京丹後市の魅

力をＰＲします。（７月開催予定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

　山陰から北陸までの日本海側の各市町村の商

工会などとシンポジウムと交流の取り組みを行う

とともに、大阪丹後人会との交流を通して企業誘

致、販路開拓を推進し、産業の振興を図ります。 

 

 

 

　京都工芸繊維大学と連携し、戦略的な行政経

営のため各分野の知的資産を探り出し、その活

用を図る報告書を作成します。 

 

 

 

　中小企業でのものづくりのメッカである東大

阪市など他地域との交流促進による販路開拓事

業および機械金属業の新商品開発に対して支援

します。 

 

 

 

　市民観光ガイド研修会の実施、施設の案内お

よび施設利用促進のための地図や割引券の作成

など、市民ぐるみの観光振興、もてなしの地域

づくりの取り組みを支援します。 

 

 

 

　京都市内に情報発信拠点施設を開設し、観光

ＰＲと京丹後ブランド産品の紹介、販路拡大と

販売促進などを推進する取り組みを支援します。 

 

　高齢者のかたの生きがいと健康長寿をキーワ

ードに蓬莱の郷づくり推進懇談会とも連携し、「（仮

称）生きがい健康活動交流会」の実施など、健

康長寿のさとづくりを推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　弥栄病院、久美浜病院の経営支援のための一

般会計からの繰出金 

 

 

●「青年会議所近畿地区会員大会」開催支援 

　　　　　　　　　　　　　　 【総務費】 600万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「商工業活性化交流」事業【商工費】     111万円 

 

 

 

 

 

●「行政版・知的資産経営報告書」作成 

【総務費】 36万円 

 

 

 

 

○「機械金属産業総合振興事業」補助金 

                                           【商工費】 250万円 

 

 

 

 

 

●市民ぐるみの「観光ネットワーク」推進 

【商工費】 70万円 

 

 

 

 

 

●「京丹後ブランドチャレンジショップ創設」 

運営事業補助金【商工費】 1,600万円 

 

 

　都市部における京丹後ブランド産品の紹介、

販売促進などを行うための移動販売車の購入を

支援します。 

●「京丹後ブランド品販売促進支援」事業補助金 

【商工費】 298万円 

●「環境基本計画」策定【衛生費】 　　　760万円 

 

 

 

 

 

○「風力発電システム」設置【衛生費】　　160万円 

●「健康長寿のさとづくり」推進【衛生費】 62万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎「市立病院事業会計」繰出金【衛生費】     7億円 

 

 

 

 

　子育て支援事業として実施している放課後児

童クラブの運営経費。 

　※予算未措置ですが、平成19年度から小学校

施設を利用し新たに２か所を開設します。 

　　長岡小学校（峰山町）、網野南小学校（網野町） 

 

 

　小・中学校の情報化を推進するため、計画的

に機器整備などを実施するとともに、教員のＩ

Ｔ指導力の向上も図ります。 

 

 

 

　老朽化が著しい網野中学校管理棟の改築経費。

（平成19年度～20年度の２か年事業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　図書館システムを統合し、蔵書管理および図

書館サービスの向上を図ります。（平成19年度

～20年度の２か年事業） 

 

 

　子どもの居場所づくりや、子どもの成長を支

援する活動を地域で実施する団体などに対して

補助金を交付します。 

 

 

　網野銚子山古墳の墳丘裾に存在する周壕の範

囲確認調査を実施します。（３か年の継続事業と

して実施予定） 

 

 

◎「放課後児童健全育成」事業【民生費】3,274万円 

 

 

 

 

 

 

●「学校情報化」推進【教育費】　　　   5,135万円 

 

 

 

 

◎「網野中学校管理棟」改築 

【教育費】 5億4,980万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「図書館システム」統合【教育費】      2,699万円 

 

 

 

 

●「地域こども教室活動」支援【教育費】  200万円 

 

 

 

 

●「銚子山遺跡発掘」調査【教育費】        156万円 

 

 

 

 

Ⅲ　生きる喜びを共有できる　健やか安心都市  

 

　地域において子育ての援助を受けたいかたと

協力したいかたが会員となり、会員同士の子育

てに関する相互援助活動の調整などを実施します。 

 

 

　和田野保育所野間分園を「森の保育所」と位

置づけ、弥栄町内保育所へ通所する５歳児を対

象とし、自然体験を中心とした保育活動をモデ

ル的に着手します。 

●「ファミリーサポートセンター」創設 

【民生費】 29万円 

 

 

 

 

●「森の保育所」創設・活動推進【民生費】 21万円 

Ⅳ　次代を担う若い力が活躍できる　生涯学習都市 

Ⅱ　暮らしの中でいのちが輝く　環境循環都市 

 

　“自殺者ゼロ”のまちづくりを実現するため、

自殺ゼロ実現推進協議会および関係機関などと

連携し、講演会・研修会を実施するとともに、

市民のみなさんへの啓発も積極的に行います。

あわせて、専任の職員も設置します。 

 

 

 

　災害時要援護者の避難支援ガイドラインに基

づき、要援護者の避難誘導体制、関係機関の協

力体制を検討・確立するとともに、地域の自主

的な取り組みも支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　障害者の就労支援事業、知的障害者短期職場

実習事業、障害者職場実習事業および障害者雇

用促進事業を実施し、障害者の自立と社会参加

の促進を支援します。 

●「自殺予防」対策【衛生費】                 202万円 

 

 

 

 

 

 

●「災害時要援護者避難支援体制」整備 

【民生費】 15万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「障害者就労」支援【民生費】　　　　  516万円 

予

　

　

算 

予

　

　

算 

昨
年
度
の
大
会
で
、
開

催
に
向
け
決
意
を
表
明

さ
れ
た
望
月
前
理
事
長 

情
報
発
信
拠
点
施
設
の

開
設
に
先
駆
け
、
三
月

十
六
日
か
ら
十
八
日
に

は
「
丹
後
の
え
え
も
ん

う
ま
い
も
ん
店
」
を
京

都
市
上
京
区
で
出
店 

老
人
福
祉
施
設
に

設
置
さ
れ
た
小
型

風
力
発
電
機 

 

　豊かな自然環境を保全し、まちづくりへの調

和ある活用を図るため、市民、事業所と一体と

なり環境基本計画を策定します。（平成19年度

～20年度の２か年事業） 

 

 

　自然エネルギーの普

及対策事業として、小

型風力発電施設の設置

に対して補助金を交付

します。 

老
朽
化
が
著
し
い 

　
　
網
野
中
学
校
管
理
棟 

三
月
三
日
に
開
か
れ
た
「
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
講
座
」 

網野銚子山古墳 

和
田
野
保
育
所
野
間
分
園 

高
齢
者
の
か
た
の
生
き
が
い

と
健
康
長
寿
に
つ
い
て
協
議

す
る
「
蓬
莱
の
郷
づ
く
り
推

進
懇
談
会
」 
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Ⅵ　災害に強く快適で暮らしやすい　うるおい安全都市 

効率的な行政運営を図る 

 

 

　京丹後市発展の基盤となる都市計画確立のため、

そのマスタープランを策定します。（平成16年

度～19年度の４か年事業の最終年度） 

 

 

　道路改良（24路線）　　　　　1億7,926万円 

　辺地対策道路（３路線） 　　　　9,553万円 

　過疎対策道路（７路線) 　　　　　8,837万円 

　地方道路臨時交付金事業（６路線） 

　　　　　　　　　　　　　　　3億3,700万円 

 

 

　丹後海陸交通㈱の低額バス実証運行の利用促

進事業の支援として、網野駅へのオリジナルデ

ザインのバス停留所整備に対して補助金を交付

します。 

○「都市計画マスタープラン」策定 

                                           【土木費】 752万円 

 

 

 

 

○「道路改良」事業【土木費】　　　　  7億16万円 

 

 

　 

 

 

 

●「網野駅バス停留所」整備【総務費】　  100万円 

 

　自治会に除雪機械を貸与し、市域の除雪力向

上と狭い道路での除雪にも対応可能とします。（乗

用型４台、歩行型４台） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　網野地域の総合的な内水処理対策を実施する

ための認可設計および暫定対策工事を実施します。 

 

 

 

　京丹後市アマチュア無線災害ボランティアと

の災害時応援協定に基づき、網野、弥栄、久美

浜の３庁舎に無線用アンテナを設置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　平成19年度の京都府総合防災訓練が、京丹後

市を会場として実施されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　災害に強いまちづくりを推進するため、自主

防災組織の防災資機材整備などに対して補助金

を交付するとともに、自主防災・防災リーダー

養成講座も開設します。 

 

　行政評価などの資料として活用するために市

民満足度調査を実施します。（７月実施予定） 

 

 

 

　京丹後市総合サービス㈱の設立を記念し、先

進成功市である愛知県高浜市長を招き、会社組

織設立による高品質で効率的な行財政運営のあ

り方を考えるシンポジウムを開催します。（５月

開催予定） 

 

 

 

　市民協働のまちづくりを推進する手段の一つ

として、住民参加型市場公募債を発行します。 

　発行予定額　　 3億円 

　充当予定事業 

               　ブロードバンドネットワーク整備事業 

　発行時期　平成19年11月下旬 

○「自治会貸与除雪機械」整備【土木費】1,520万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎「網野地域内水処理対策」経費 

【土木費】 3,000万円 

 

 

 

●「アマチュア無線アンテナ」設置 

【消防費】 121万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「京都府防災訓練」実施【消防費】 　　 516万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎「自主防災組織等」支援【消防費】　　  114万円 

 

●「市民満足度調査」実施【総務費】　　　 73万円 

 

 

 

●「会社組織設立による高品質で効率的な行財政運

　営を考えるシンポジウム」開催【総務費】 28万円 

 

 

 

 

 

 

●「住民参加型市場公募債」発行事務経費 

　　　　　　　　　　　　　【公債費】 209万円 

 

 

Ⅴ　共に築き、結び合う　パートナーシップ都市 
予

　

　

算 

予

　

　

算 

 

　住みよい地域社会の実現へ向けて、各区へ交

付金を交付し自治会活動を支援します。 

 

 

 

　補助金全体をスリム化しつつ、広く市民の潜

在力や市民活動の活性化・地域の活性化に貢献

する活動に対して、まちづくり推進活動支援補

助金を改変・拡充し、幅広い活動を支援します。 

 

 

　地区などの自発的な地域づくりを支援するため、

｢地域まちづくり計画｣を策定するための経費を

助成します。 

 

 

　市民協働のまちづくりを推進するため、市民

団体などと意見交換しながら条例制定をめざし

ます。 

 

 

　地域振興協議会を「地域まちづくり協議会」

として改称し、市民協働による地域の振興・発

展のため、地域づくりの核となる組織として新

たに運営します。 

○「地域振興交付金」【総務費】       1億2,263万円 

 

 

 

●「市民力活性化推進プロジェクト」補助金 

【総務費】 1,500万円 

 

 

 

 

 

●「地域まちづくり」支援【総務費】　　  200万円 

 

 

 

 

◎「まちづくり基本条例」制定【総務費】　 42万円 

 

 

 

 

◎「地域まちづくり協議会」運営【総務費】313万円 

 

 

 

 

 

 

　各市民局に予算を配当し、市民協働のまちづ

くりの推進と地域活性化を支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　国際観光の推進・外国からの観光客の受け入れ、

在住外国人のサポートなどを推進するため国際

交流協会を設立します。 

○「市民協働のまちづくり事業」補助金 

【総務費】 1,800万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●「国際交流協会」設立【総務費】             18万円 

○「防災行政無線」整備【消防費】　 3億4,166万円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎「ブロードバンドネットワーク」整備 

【総務費】 3億2,302万円 

 

 

 

　利用者の利便向上と資料館の有効活用をめざし、

平成19年度から日曜日も開館します。 

　　※週２日（火・土）→週３日（火・土・日） 

◎「郷土資料館日曜日」開館【教育費】       54万円 

失
わ
れ
て
い
く
民
俗
資
料
を

多
数
保
存
・
展
示
し
て
い
る

網
野
郷
土
資
料
館 

昨
年
九
月
か
ら
十
月
に
か

け
て
各
町
地
域
振
興
協
議

会
か
ら
市
長
へ
「
提
言
書
」

を
い
た
だ
き
ま
し
た 

より気楽に、より便利に利用していただける、

上限200円バスの実証運行を昨年10月に開始

しました 

自
治
会
に
除
雪
機
械
を
貸
与
し
、

市
民
の
み
な
さ
ん
と
協
働
に
よ
る

除
雪
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す 

昨
年
六
月
に
、
京
丹
後
市
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結 

写
真
は
、
平
成
十
七
年
八
月
に

実
施
し
た
「
京
丹
後
市
総
合
防

災
訓
練
」 

安心・安全なまちづ

くりに防災行政無線

を整備 

市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
の
取
り
組
み
の
一
つ

と
し
て
開
催
し
て
い
る
「
市

民
懇
談
会
」 

 

　防災行政無線の未

整備地域にデジタル

による屋外拡声子局

を整備し、平成19年

度中の運用開始をめ

ざすとともに、「全国

瞬時警報システム」（J

‐Alert）の整備も行

います。（平成20年度

は、戸別受信機の整

備を予定しています） 

 

 

 

 

 

 

　都市部・市内地域間の情報格差を解消するため、

光ファイバ網によるブロードバンド基盤を整備

します。 
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農
　
林
　
業 

農
　
林
　
業 

「京丹後市農村環境計画」を策定を策定 「京丹後市農村環境計画」を策定 

京丹後の豊かで美しい自然を活かす 

農村整備に「環境との調和」を最重視 農村整備に「環境との調和」を最重視 

計
画
方
針

計
画
方
針 

計
画
方
針 

地
域
特
性
に
応
じ
た

地
域
特
性
に
応
じ
た 

　
　
　
　
　
整
備
を
推
進

　
　
　
　
　
整
備
を
推
進 
地
域
特
性
に
応
じ
た 

　
　
　
　
　
整
備
を
推
進 

具
体
的
な

具
体
的
な 

　
　
　
環
境
配
慮
方
策

　
　
　
環
境
配
慮
方
策 

具
体
的
な 

　
　
　
環
境
配
慮
方
策 

アベサンショウウオが生息する 
　　　　　　林縁と水路の連続性への配慮 

　アベサンショウウオは、林縁と水路が連続して

いるところに生息しており、生物の多様な生息・

生育空間を確保するために、河川と水路の連続性、

隣接する樹林地との連続性の確保を行います 

　
市
で
は
、
新
市
誕
生
後
、
旧
六
町
に
お
い
て

国
の
事
業
採
択
を
受
け
た
農
業
農
村
整
備
事
業

を
引
き
継
ぎ
、
旧
六
町
の
「
農
村
環
境
計
画
」

お
よ
び
「
農
村
環
境
整
備
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

に
基
づ
い
て
「
環
境
に
配
慮
」
し
た
整
備
を
行

っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
お
お
む

ね
完
了
し
ま
す
。 

　
そ
の
よ
う
な
中
、
新
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
法
、
土
地
改
良
法
に
お
け
る
「
環
境
と
の
調

和
へ
の
配
慮
」
の
基
本
原
則
を
尊
重
し
つ
つ
、

市
の
農
村
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
多
様
な
環
境

に
配
慮
す
る
指
針
と
す
る
「
京
丹
後
市
農
村
環

境
計
画
」
を
こ
の
た
び
新
た
に
策
定
し
ま
し
た
。 

　
同
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
学
識
経
験

者
の
か
た
な
ど
八
人
で
構
成
す
る
「
策
定
委
員

会
」
、
ま
た
地
域
の
代
表
者
の
か
た
十
二
人
で

構
成
す
る
「
策
定
協
議
会
」
の
審
議
に
加
え
、

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
環
境
意
識
調
査
・
資

源
調
査
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
意
見

を
反
映
し
て
い
ま
す
。 

　

今
後
、
市
が
新
規
に
行
う
農
業
農
村
整
備
事

業
に
お
い
て
、
自
然
景
観
や
生
物
の
生
態
系
、

歴
史
・
文
化
、
教
育
、
高
齢
者
の
か
た
な
ど
、

「
環
境
と
の
調
和
」
へ
の
配
慮
な
ど
を
最
重
要

視
す
る
こ
と
を
観
点
の
一
つ
と
し
て
明
確
に
す

る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
農
村
整
備
の
分
野
に
お

い
て
も
、「
環
境
と
の
調
和
」
を
強
力
に
推
進
し
、

暮
ら
し
の
中
で
い
の
ち
が
輝
く
「
環
境
循
環
都

市
」
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。  

 

　 　
同
計
画
で
は
、
農
村
地
域
の
環
境
保
全
を
図

る
た
め
、
地
域
の
特
性
で
あ
る
豊
か
で
美
し
い

山
・
里
・
海
の
連
続
性
、
川
・
海
の
汚
染
防
止
、

市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
交
流
・
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
重
視
し
、
次
の
三
点
を
基
本
的
な
考
え

方
と
し
て
い
ま
す
。 

 

　
名
勝
地
を
有
す
る
海
岸
線
、
良
好
な
水
質
を

有
す
る
河
川
、
ブ
ナ
林
な
ど
を
有
す
る
豊
か
な

山
林
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
保
全
し
ま
す
。 

 

　
美
し
く
豊
か
な
里
山
・
里
地
の
持
続
と
、
化

学
合
成
肥
料
・
農
薬
の
削
減
、
有
機
農
法
の
施

用
に
よ
り
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を
推
進
し
、

自
然
環
境
の
さ
ら
な
る
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。 

 

　
農
村
人
口
の
減
少
、
高
齢
化
の
進
行
に
対
応

す
る
た
め
、
集
落
営
農
の
確
立
、
担
い
手
育
成
・

確
保
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
非
農
家
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、
地
元
企
業
な
ど
の
参
画
を
図
り
、

地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
多
様
な
農
業
・
農
村

の
環
境
保
全
を
推
進
し
ま
す
。 

     
　
市
域
を
自
然
環
境
・
社
会
環
境
・
生
産

環
境
な
ど
の
地
域
特
性
に
応
じ
て
平
地
・

里
山
・
山
地
の
三
ゾ
ー
ン
に
区
分
し
、
そ

れ
ぞ
れ
に
応
じ
た
整
備
を
し
ま
す
。 

■
平
地
ゾ
ー
ン 

　
生
物
の
移
動
経
路
の
分
断
や
生
息
・
生

育
環
境
が
縮
小
・
消
失
し
な
い
よ
う
生
物

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
確
保
し
ま
す
。 

■
里
山
ゾ
ー
ン 

　
里
山
ゾ
ー
ン
に
多
い
畑
地
、
谷
地
田
に
生
息

す
る
生
物
の
生
息
空
間
を
確
保
す
る
た
め
、
化

学
合
成
肥
料
・
農
薬
の
削
減
、
有
機
肥
料
の
施

用
な
ど
に
よ
り
環
境
負
荷
の
低
減
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
農
地
の
耕
作
放
棄

地
、
獣
害
対
策
の
た
め
の
間
伐
・
下
草
刈
を
行

い
、
適
切
な
里
山
の
利
用
・
管
理
を
行
い
ま
す
。 

■
山
地
ゾ
ー
ン 

　
豊
か
な
ブ
ナ
林
な
ど
か
ら
生
ま
れ
る
清
流
の

保
全
、
人
工
林
の
適
切
な
管
理
に
よ
り
濁
水
の

防
止
な
ど
に
努
め
る
こ
と
を
は
じ
め
、
山
地
・

平
地
・
海
ま
で
の
連
続
性
を
考
慮
し
た
整
備
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
整
備
に
よ
り
発
生
す
る
木

材
資
源
・
間
伐
材
の
有
効
利
用
に
よ
り
循
環
型

保
全
を
め
ざ
し
ま
す
。 

     

「
作
る
農
業
」
か
ら
「
売
れ
る
農
業
・
儲
（
も
う
）
か
る
農
業
」
へ

「
作
る
農
業
」
か
ら
「
売
れ
る
農
業
・
儲
（
も
う
）
か
る
農
業
」
へ 

「
作
る
農
業
」
か
ら
「
売
れ
る
農
業
・
儲
（
も
う
）
か
る
農
業
」
へ 

京
丹
後
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
を
開
講

京
丹
後
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
を
開
講 

京
丹
後
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
を
開
講 

   

■
ほ
場
整
備
に
お
け
る
方
策 

◇
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
の
生
息
地
な

ど
、
多
様
な
希
少
生
物
の
た
め
の
林

地
と
水
路
と
の
連
続
性
を
確
保 

◇
ド
ジ
ョ
ウ
、
メ
ダ
カ
な
ど
の
魚
類
の

水
路
に
お
け
る
産
卵
場
所
、
魚
道
の

確
保 

◇
小
動
物
の
落
下
防
止
の
た
め
の
水
路

の
ス
ロ
ー
プ
設
置 

◇
ほ
場
法
面
の
在
来
植
物
の
保
全 

◇
生
物
の
生
息
場
所
の
確
保
の
た
め
の

水
田
の
冬
季
湛
水
化 

■
た
め
池
整
備
に
お
け
る
方
策 

◇
た
め
池
と
そ
の
周
り
を
移
動
す
る
小

動
物
の
た
め
の
ス
ロ
ー
プ
確
保 

◇
た
め
池
に
下
り
る
小
動
物
用
の
進
入

路
の
確
保 

◇
水
生
植
物
、
生
物
の
生
育
・
生
息
環

境
の
確
保 

◇
た
め
池
の
流
入
水
の
水
質
保
全 

■
農
道
整
備
に
お
け
る
方
策 

◇
生
物
の
移
動
経
路
の
確
保
の
た
め
の

緑
化
推
進 

◇
鳥
類
の
安
全
飛
翔
の
た
め
の
誘
導
植

栽 

◇
周
辺
環
境
に
な
じ
む
工
法
の
選
定 

◇
周
辺
環
境
に
や
さ
し
い
資
材
を
使
用

し
た
工
法
選
定 

■
水
路
整
備
に
お
け
る
方
策 

◇
魚
類
な
ど
の
休
息
・
避
難
場
所
の
確

保
の
た
め
の
緩
流
速
場
所
の
設
置 

◇
魚
類
な
ど
の
生
息
場
所
の
確
保
の
た

め
の
護
岸
工
法
の
選
定 

◇
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
、
カ
エ
ル
な
ど
の

水
路
と
林
地
へ
の
容
易
な
移
動
経
路

の
確
保 

◇
小
動
物
の
落
下
防
止
の
た
め
の
ス
ロ

ー
プ
確
保 

■
歴
史
・
文
化
に
お
け
る
方
策 

◇
地
域
の
歴
史
的
行
事
・
祭
り
な

ど
の
文
化
に
適
応
す
る
事
業
計

画
づ
く
り 

■
教
育
に
お
け
る
方
策 

◇
児
童
の
棚
田
、
赤
米
の
田
植
え
、

稲
刈
り
体
験 

◇
生
き
物
調
査
、
魚
な
ど
の
引
っ

越
し
体
験 

■
高
齢
者
の
か
た
に
対
す
る
方
策 

◇
農
地
へ
の
進
入
路
の
緩
勾
配
化 

◇
水
路
な
ど
へ
の
落
下
防
止 

水生生物の生育環境の保全、確保 

 ため池の水際の植生は、生物の生

息・生育環境や景観の形成などに重

要な役割を果たしており、現況の多

様な植生を保全していきます 

西村和雄講師の講義を 

　　　熱心に聞き入る受講者のみなさん 

　
「
作
る
農
業
」
か
ら
「
売
れ
る
農
業
・
儲
（
も

う
）
か
る
農
業
」
へ
の
意
識
転
換
を
図
り
、
農

業
分
野
で
の
高
付
加
価
値
型
ビ
ジ
ネ
ス
の
担
い

手
を
育
て
る
「
京
丹
後
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク

ー
ル
」
を
開
講
し
、
定
員
二
十
人
を
大
幅
に
超

え
る
三
十
九
人
の
受
講
者
が
、
消
費
者
ニ
ー
ズ

の
把
握
や
経
営
改
善
、
商
品
の
ア
ピ
ー
ル
の
手

法
な
ど
を
熱
心
に
学
び
ま
し
た
。 

　
同
ス
ク
ー
ル
は
、
市
と
京
都
府
、
京
都
農
業

協
同
組
合
な
ど
の
関
係
機
関
で
構
成
す
る
「
京

丹
後
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
推
進
協
議
会
」
が
主
催
。

安
全
で
安
心
な
も
の
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る

「
売
れ
る
商
品
づ
く
り
」
を
は
じ
め
、
販
路
開

拓
に
必
要
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
、
営
業
活
動
に
必
要

な
技
術
の
取
得
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
農
業

と
加
工
・
流
通
・
販
売
・
観
光
・
交
流
な
ど
を

組
み
あ
わ
せ
た
農
業
分
野
の
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

を
実
践
・
け
ん
引
す
る
人
材
の
育
成
を
図
ろ
う

と
初
め
て
開
講
し
た
も
の
で
す
。 

　
二
月
二
十
一
日
の
「
開
講
式
」
で
は
、
中
山

市
長
が
「
観
光
産
業
と
連
携
し
た
地
産
地
消
や

特
産
品
開
発
な
ど
、
農
業
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
広

が
り
や
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
当
講
座
を
通
し

て
新
し
い
一
歩
へ
の
き
っ
か
け
や
手
が
か
り
を

見
つ
け
ら
れ
、
地
域
農
業
の
発
展
、
関
連
産
業

創
出
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
早
速

第
一
講
座
を
は
じ
め
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
京
都
大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教

育
研
究
セ
ン
タ
ー
の
西
村
和
雄
講
師
が
「
安
全
・

安
心
で
美
味
し
い
農
産
物
生
産
」
と
題
し
、
有

機
農
業
に
つ
い
て
講
義
。
色
を
は
じ
め
、
葉
や

根
の
出
方
に
よ
る
本
物
の
野
菜
の
見
分
け
方
や
、

全
国
各
地
の
有
機
栽
培
で
育
て
た
野
菜
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、「
有
機
栽
培
は
、
肥
料
な
ど
に

よ
り
過
保
護
に
育
て
な
い
た
め
、
同
じ
環
境
で

あ
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。
作
物
は
人
を
見
て

育
つ
」
と
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
、
受
講
者

は
熱
心
に
聞
き
入
り
ま
し
た
。 

　
同
ス
ク
ー
ル
は
、
三
月
末
ま
で
に
「
売
れ
る

商
品
づ
く
り
」
、
「
地
産
地
消
と
観
光
」
、
「
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
」
、
「
接
遇
の
基
本
」
な
ど
に

つ
い
て
五
回
の
基
礎
講
座
を
開
き
、
ま
た
十
九

年
度
に
は
、

修
了
者
の
か

た
を
対
象
に

し
た
応
用
編

を
開
催
し
、

農
業
技
術
と

と
も
に
さ
ま

ざ
ま
な
経
営

感
覚
や
営
業

方
法
を
習
得

し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。 
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安
心
・
安
全 

安
心
・
安
全 

　
市
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
安
心
・

安
全
が
脅
か
さ
れ
る
い
か
な
る
事
態

に
お
い
て
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

生
命
、
身
体
、
財
産
を
守
る
責
務
が

あ
り
、
お
一
人
お
ひ
と
り
の
基
本
的

人
権
を
最
大
限
尊
重
し
な
が
ら
、
み

な
さ
ん
の
協
力
を
得
、
ま
た
関
係
機

関
と
連
携
し
、
総
合
的
な
危
機
対
応

に
万
全
を
尽
く
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
市
で
は
、
万
が
一
、

武
力
攻
撃
事
態
な
ど
に
な
っ
た
場
合
、

避
難
、
救
援
、
武
力
攻
撃
災
害
へ
の

対
処
な
ど
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
保

護
の
た
め
の
保
護
措
置
を
的
確
か
つ

迅
速
に
実
施
す
る
た
め
、
国
の
「
武

力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保

護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
」

い
わ
ゆ
る
「
国
民
保
護
法
」
に
基
づ
き
、

こ
の
た
び
「
京
丹
後
市
国
民
保
護
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。 

　
同
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、

昨
年
八
月
に
、
中
山
市
長
を
会
長
に
、

舞
鶴
海
上
保
安
部
や
陸
・
海
・
空
の

自
衛
隊
、
電
力
や
通
信
、
鉄
道
、
バ

ス
会
社
、
ま
た
市
内
の
医
師
会
や
区

長
連
絡
協
議
会
な
ど
の
各
種
団
体
の

代
表
三
十
人
に
よ
り
構
成
す
る
「
京

丹
後
市
国
民
保
護
協
議
会
」
を
設
置

し
市
民
の
み
な
さ
ん
の
視
点
に
立
っ

て
慎
重
に
審
議
。
あ
わ
せ
て
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
制
度
）

を
実
施
し
な
が
ら
計
画
を
策
定
し
ま

し
た
。 

　
本
計
画
で
は
、
「
京
都
府
国
民
保
護

計
画
」
で
想
定
し
て
い
る
武
力
攻
撃

事
態
と
緊
急
対
処
事
態
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。 

■
武
力
攻
撃
事
態 

　
▽
着
上
陸
侵
攻
、
▽
ゲ
リ
ラ
や
特

殊
部
隊
に
よ
る
攻
撃
、
▽
弾
道
ミ

サ
イ
ル
攻
撃
、
▽
航
空
攻
撃 

■
緊
急
対
処
事
態 

　
▽
危
険
物
質
を
有
す
る
施
設
な
ど

へ
の
攻
撃
、
▽
大
規
模
集
客
施
設

な
ど
へ
の
攻
撃
、
▽
大
量
殺
傷
物

質
な
ど
に
よ
る
攻
撃
、
▽
交
通
機

関
を
破
壊
手
段
と
し
た
攻
撃 

          

○
個
人
情
報
の
保
護
に
十
分
配
慮
し

つ
つ
災
害
時
要
援
護
者
の
所
在
を

把
握
し
、
健
常
者
の
か
た
に
優
先

し
て
救
援
対
策
を
実
施
し
ま
す
。 

○
京
都
府
と
連
携
し
て
、
災
害
時
要

援
護
者
の
か
た
が
社
会
福
祉
施
設

な
ど
に
緊
急
入
所
で
き
る
体
制
の

　
確
立
や
、
災
害
時
要
援
護
者
の
か
た

の
特
性
に
配
慮
し
た
避
難
所
の
配

置
整
備
に
努
め
ま
す
。 

○
自
主
防
災
組
織
や
社
会
福
祉
関
係
機

関
・
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
、
災

害
時
要
援
護
者
の
か
た
の
的
確
な

避
難
支
援
体
制
に
努
め
ま
す
。 

○
言
語
、
生
活
習
慣
の
異
な
る
外
国
の

か
た
へ
の
支
援
対
策
と
し
て
、
関

係
機
関
（
京
都
府
、
京
都
府
国
際

セ
ン
タ
ー
、
大
学
な
ど
）
と
の
連

携
を
強
化
し
、
地
域
全
体
で
外
国

の
か
た
へ
の
支
援
体
制
・
情
報
伝

達
体
制
の
整
備
に
努
め
ま
す
。 

    

○
市
民
の
か
た
に
対
す
る
警
報
や
避
難

の
指
示
な
ど
の
情
報
伝
達
は
、
通
常
、

市
か
ら
自
治
会
な
ど
を
通
じ
て
行

わ
れ
ま
す
が
、
観
光
旅
行
者
の
か

た
な
ど
は
、
こ
の
伝
達
ル
ー
ト
（
道

筋
）
か
ら
外
れ
る
こ
と
や
、
地
理

に
も
不
慣
れ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
民
保
護
措
置
を
的
確
か
つ
迅
速

に
実
施
で
き
る
よ
う
に
、
京
都
府

と
連
携
し
、
観
光
協
会
な
ど
を
通

じ
た
宿
泊
施
設
や
観
光
施
設
へ
の

情
報
伝
達
体
制
の
構
築
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
観
光
旅
行
者
の
か
た
の
利

用
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
公
共
交

通
機
関
や
タ
ク
シ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
を
通
じ
た
情

報
伝
達
体
制
の
整
備
に
努
め
ま
す
。 

○
帰
宅
困
難
な
観
光
旅
行
者
の
か
た
に

対
す
る
情
報
提
供
窓
口
や
、
帰
宅

支
援
活
動
に
つ
い
て
検
討
す
る
と

と
も
に
、
一
時
的
な
滞
在
場
所
の

設
置
な
ど
の
措
置
に
つ
い
て
、
京

都
府
と
連
携
し
て
協
議
・
検
討
し

ま
す
。 

   

○
国
指
定
重
要
文
化
財
を
は
じ
め
と
す

る
多
数
の
文
化
財
は
、
貴
重
な
国

民
的
財
産
で
あ
り
、
永
く
将
来
に

伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
で
は
、
京
都
府
や
国
な
ど
の
関

係
機
関
、
文
化
財
の
所
有
者
の
か

た
な
ど
と
連
携
・
協
力
し
て
、
武

力
攻
撃
な
ど
の
災
害
か
ら
こ
れ
ら

の
文
化
財
を
保
護
し
ま
す
。 

     

○
京
丹
後
市
自
主
防
災
組
織
補
助
金
交

付
要
綱
を
活
用
し
て
、
自
主
防
災

組
織
の
育
成
強
化
に
努
め
ま
す
。 

○
自
主
防
災
組
織
の
核
と
な
る
リ
ー
ダ

ー
の
研
修
、
防
災
資
機
材
な
ど
の

配
備
、
訓
練
な
ど
を
行
い
、
自
主

防
災
組
織
の
育
成
強
化
に
努
め
ま
す
。 

○
日
本
赤
十
字
社
京
都
府
支
部
、
市
社

会
福
祉
協
議
会
、
そ
の
ほ
か
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係
団
体
な
ど
と
の

連
携
を
図
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、

活
動
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。 

○
市
で
は
、
「
京
都
府
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス

協
会
京
丹
後
支
部
」、「
市
内
郵
便
局
」、

「
京
丹
後
市
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」、「
北
丹
医
師
会
」、

「
建
設
業
者
」
、
「
電
気
業
者
」
、
「
近

畿
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株

式
会
社
」
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
メ
リ

災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
民
間

団
体
と
災
害
時
に
お
け
る
協
定
を

締
結
し
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
、

民
間
団
体
な
ど
の
専
門
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
の
災
害
時
応
援
協
定
の
締

結
を
進
め
、
防
災
に
準
じ
た
必
要

な
連
携
体
制
の
整
備
を
図
り
ま
す
。 

○
市
内
事
業
所
に
お
け
る
防
災
対
策
へ

の
取
り
組
み
に
支
援
を
行
う
と
と

も
に
、
民
間
企
業
の
有
す
る
広
範

な
人
的
・
物
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

の
連
携
の
確
保
を
図
り
ま
す
。 

「京丹後市国民保護計画」を策定 

災
害
時
に
お
け
る

災
害
時
に
お
け
る 

要
援
護
者
の
か
た
な
ど
へ
の

要
援
護
者
の
か
た
な
ど
へ
の 

　
　
　
　
支
援
体
制
の
整
備

　
　
　
　
支
援
体
制
の
整
備 

災
害
時
に
お
け
る 

要
援
護
者
の
か
た
な
ど
へ
の 

　
　
　
　
支
援
体
制
の
整
備 

京
丹
後
市
国
民
保
護
計
画
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
主
な
特
徴 

自
主
防
災
組
織

自
主
防
災
組
織 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体 

　
　
民
間
団
体
と
の
連
携

　
　
民
間
団
体
と
の
連
携 

自
主
防
災
組
織 

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体 

　
　
民
間
団
体
と
の
連
携 

文
化
財
の
保
護

文
化
財
の
保
護 

文
化
財
の
保
護 

観
光
旅
行
者
の
か
た
な
ど
の

観
光
旅
行
者
の
か
た
な
ど
の 

　
　
　
　
　
　
保
護
に
配
慮

　
　
　
　
　
　
保
護
に
配
慮 

観
光
旅
行
者
の
か
た
な
ど
の 

　
　
　
　
　
　
保
護
に
配
慮 

武力攻撃事態などにおいて 

市民のみなさんの生命・身体・財産を守る 

「京丹後市国民保護計画」を策定 

市民のみなさんの生命・身体・財産を守る 

女
性
消
防
団
員
が
訪
問

女
性
消
防
団
員
が
訪
問 

女
性
消
防
団
員
が
訪
問 

高
齢
者
宅
を
防
火
・
防
災
啓
発

高
齢
者
宅
を
防
火
・
防
災
啓
発 

高
齢
者
宅
を
防
火
・
防
災
啓
発 

一
日
女
性
消
防
官
と
し
て
火
災
予
防
に
一
役

一
日
女
性
消
防
官
と
し
て
火
災
予
防
に
一
役 

峰
山
高
等
学
校
の
生
徒
三
人
が

峰
山
高
等
学
校
の
生
徒
三
人
が 

一
日
女
性
消
防
官
と
し
て
火
災
予
防
に
一
役 

峰
山
高
等
学
校
の
生
徒
三
人
が 

　
「
平
成
十
九
年
春
季
火
災
予
防
運
動
」
の
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
、
三
月
五
日
に
峰
山
高
等
学
校
の
女
子
生
徒
三
人

を
「
一
日
女
性
消
防
官
」
に
任
命
し
、
火
災
予
防
活
動
に
一

役
を
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
「
一
日
女
性
消
防
官
」
に
委
嘱
し
た
の
は
、
峰
山
高
等
学

校
三
年
生
の
中
村
陽
子
さ
ん
（
丹
後
町
間
人
）、
松
本
真
梨
子

さ
ん
（
峰
山
町
荒
山
）、
和
田
知
子
さ
ん
（
弥
栄
町
鳥
取
）
の

三
人
。 

　
午
前
八
時
過
ぎ
に
、
上
田
消
防
長
か
ら
委
嘱
書
を
受
け
取

っ
た
三
人
は
、
消
防
業
務
や
配
備
車
両
な
ど
の
説
明
を
受
け

た
後
、
峰
山
幼
稚
園
（
柴
田
順
子
園
長
・
五
十
五
人
）
で
の

火
災
訓
練
に
参
加
。「
食
堂
か
ら
出
火
し
た
」
と
い
う
想
定
に

よ
る
避
難
訓
練
を
見
守
っ
た
後
、
子
ど
も
た
ち
の
前
で
消
火

器
を
使
っ
て
の
消
火
訓
練
を
実
演
す
る
な
ど
、「
避
難
す
る
と

き
は
、
押
し
た
り
、
走
っ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
や

さ
し
く
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
高
齢
者
の
か
た
の
自
宅
訪
問
や
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
で
防
火
を
呼
び

か
け
る
チ
ラ
シ
を
配
布
す

る
な
ど
、
防
火
啓
発
活
動

に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
三
人
は
「
い
つ
も
は
見

て
い
る
側
で
、
は
じ
め
て

の
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、

多
く
の
こ
と
を
体
験
さ
せ

て
い
た
だ
き
勉
強
に
な
り

ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

峰山幼稚園での火災訓練に参加し、

消火器を使っての消火訓練を実演 

 

　
京
丹
後
市
女
性
消
防
団
員
（
吉
岡
美
樹
主
任
・
十
二
人
）

が
、「
平
成
十
九
年
春
季
火
災
予
防
運
動
」
（
三
月
一
日
〜
七

日
）
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
三
月
四
日
、
網
野
町
の

郷
地
区
の
高
齢
者
の
か
た
の
自
宅
を
訪
問
し
、
防
火
・
防
災

の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
女
性
消
防
団
員
の
井
本
真
理
子
さ
ん
と
吉
岡
美

樹
さ
ん
の
お
二
人
が
、
地
元
の
民
生
・
児
童
委
員
さ
ん
に
協

力
を
い
た
だ
き
五
軒
を
訪
問
。 

　
お
二
人
は
、
災
害
時
の
緊
急
連
絡
先
や
健
康
状
態
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
消
火
器
の
設
置
状
況
や
ス
ト
ー

ブ
の
ま
わ
り
な
ど
の
現
状
を
確
認
。 

　
ま
た
、「
台
所
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
い
て
ま

せ
ん
か
」
、
「
た
ん
す
な
ど
倒
れ
や
す
い
家
具
の
近
く
で
寝
て

い
ま
せ
ん
か
」
な
ど
、
女
性
団
員
な
ら
で
は
の
や
さ
し
さ
あ

ふ
れ
る
口
調
で

問
い
か
け
る
と

と
も
に
、
手
づ

く
り
の
防
火
・

防
災
啓
発
ポ
ス

タ
ー
を
手
渡
す

と
、
「
わ
ざ
わ

ざ
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

気
を
つ
け
ま
す
」

と
笑
顔
で
応
え

ら
れ
て
い
ま
し

た
。 

「気をつけてくださいね」と一人

ひとりにやさしく声をかけました 
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環
　
　
　
境 

安
心
・
安
全 

『
飲
酒
運
転
し
ま
宣
言
』

『
飲
酒
運
転
し
ま
宣
言
』 

市
内
百
十
五
事
業
所
が
「
飲
酒
運
転
撲
滅
宣
言
」

市
内
百
十
五
事
業
所
が
「
飲
酒
運
転
撲
滅
宣
言
」 
『
飲
酒
運
転
し
ま
宣
言
』 

市
内
百
十
五
事
業
所
が
「
飲
酒
運
転
撲
滅
宣
言
」 

丹後大震災から80年を迎え 

万が一の災害に備え 

　　災害ボランティア研修 

丹後大震災から80年を迎え 

万が一の災害に備え 

　　災害ボランティア研修 

地
域
で
で
き
る
地
球
温
暖
化
防
止
を
考
え
る

地
域
で
で
き
る
地
球
温
暖
化
防
止
を
考
え
る 

環
境
先
進
地
・
丹
後
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

環
境
先
進
地
・
丹
後
を
広
く
ア
ピ
ー
ル 

地
域
で
で
き
る
地
球
温
暖
化
防
止
を
考
え
る 

環
境
先
進
地
・
丹
後
を
広
く
ア
ピ
ー
ル 

丹
後
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

丹
後
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

丹
後
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

　
飲
酒
運
転
ゼ
ロ
を
組
織
を
あ
げ
て
取
り
組

も
う
と
、
京
丹
後
警
察
署
と
京
丹
後
交
通
安

全
協
会
安
全
運
転
管
理
者
部
会
が
、
市
内
の

百
十
五
事
業
所
を
「
飲
酒
運
転
撲
滅
宣
言
事

業
所
」
に
指
定
し
、
三
月
一
日
に
「
指
定
書

交
付
式
」
が
開
か
れ
、
各
事
業
所
の
代
表
者

が
一
丸
と
な
っ
て
飲
酒
運
転
を
撲
滅
す
る
こ

と
を
誓
い
ま
し
た
。 

　
指
定
さ
れ
た
の
は
、
市
内
の
安
全
運
転
管

理
事
業
所
三
百
八
事
業
所
の
う
ち
、
同
取
り

組
み
に
賛
同
し
た
百
十
五
事
業
所
で
、
従
業

員
数
は
約
五
千
七
百
人
。
各
事
業
者
の
従
業

員
一
人
ひ
と
り
が
「
飲
酒
運
転
を
し
な
い
、

さ
せ
な
い
」
な
ど
の
宣
言
書
を
提
出
す
る
と

と
も
に
、
「
飲
酒
運
転
し
ま
宣
言
車
」
の
ス

テ
ッ
カ
ー
を
全
従
業
員
の
車
に
貼
り
、
さ
ら

に
意
識
を
高
め

て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。 

　
交
付
式
で
は
、

平
野
卓
京
丹
後

交
通
安
全
協
会

安
全
運
転
管
理

者
部
会
長
が
「
こ

の
取
り
組
み
の

輪
が
全
事
業
所

に
広
が
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
京
都
府
内
、

全
国
へ
と
波
及
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。 

　
続
い
て
、
全
事
業
所
を
代
表
し
、
丹
後
織

物
工
業
組
合
中
央
加
工
場
な
ど
三
事
業
所
が
、

「
全
就
業
者
が
交
通
法
規
を
遵
守
す
る
モ
デ

ル
事
業
所
と
し
て
、
飲
酒
運
転
追
放
を
は
じ

め
と
す
る
交
通
マ
ナ
ー
を
守
っ
た
安
全
運
転

を
す
る
こ
と
で
、
交
通
事
故
防
止
活
動
を
積

極
的
に
推
進
し
、
地
域
の
模
範
と
な
る
事
業

所
に
な
り
ま
す
」
と
宣
言
書
を
読
み
上
げ
、

島
本
京
丹
後
警
察
署
長
か
ら
指
定
書
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
参
加
者
は
、
京
丹
後
警
察
署
員

か
ら
交
通
安
全
の
講
話
を
聞
く
と
と
も
に
、

酒
酔
い
運
転
体
験
ゴ
ー
グ
ル
を
つ
け
て
の
歩

行
体
験
な
ど
に
よ
り
、
飲
酒
運
転
根
絶
に
気

を
引
き
締
め
ま
し
た
。 

　
丹
後
大
震
災
か
ら
八
十
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
万
が
一
の
災
害
に
も
あ
わ
て
ず
救
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
え
る
体
制
づ
く
り

を
め
ざ
し
た
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
講

座
」
が
、
三
月
三
日
に
峰
山
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
、
約
百
三
十
人
の
参
加
者
が
、

災
害
時
に
役
立
つ
炊
飯
方
法
や
救
急
法
な
ど

を
熱
心
に
学
び
ま
し
た
。 

　
同
講
座
は
、
昨
年
十
一
月
に
各
町
の
枠
を

超
え
新
た
な
連
携
を
め
ざ
し
発
足
し
た
「
京

丹
後
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
」（
福
永
孝
宣

会
長
）
と
京
丹
後
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
共

催
で
開
催
。 

　
「
わ
が
子
・
わ
が
家
族
・
わ
が
ま
ち
を
災

害
か
ら
守
れ
」
を
テ
ー
マ
に
、
午
前
は
、
日

本
赤
十
字
社
京
都
府
支
部
の
職
員
を
講
師
に

招
き
、
お
湯
を
注
ぐ
だ
け
で
炊
け
る
「
ア
ル

フ
ァ
米
」
や
、

少
量
の
水
で

炊
く
「
ハ
イ

ゼ
ッ
ク
ス
炊

飯
」
の
紹
介

を
は
じ
め
、

止
血
法
や
三

角
巾
を
使
っ

た
応
急
手
当

の
実
習
に
取

り
組
み
ま
し

た
。 

　
午
後
か
ら
は
、
昨
年
九
月
に
発
足
し
た
「
福

知
山
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

連
絡
会
」
が
、
同
会
設
立
の
経
過
や
活
動
内

容
を
報
告
。
ま
た
、
市
職
員
が
、
昨
年
度
策

定
し
た
「
京
丹
後
市
地
域
防
災
計
画
」
や
災

害
時
に
お
け
る
要
援
護
者
の
か
た

へ
の
支
援
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
、
平
常
時
か
ら
各
地
域
で
の

声
か
け
や
連
携
体
制
づ
く
り
へ
の

協
力
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、「
今
日
覚
え
た
こ
と

を
近
所
の
か
た
に
伝
え
た
い
」、「
聞

く
だ
け
で
な
く
実
際
に
行
う
こ
と

で
、
自
分
自
身
の
プ
ラ
ス
に
な
っ

た
」、「
た
い
へ
ん
有
意
義
で
、も
っ

と
多
く
の
か
た
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、こ
の
よ
う
な
講
座
を
何
度

も
開
催
し
て
ほ
し
い
」
と
感
想
を

話
さ
れ
る
な
ど
、
防
災
、
安
全
へ

の
意
識
を
高
め
ま
し
た
。 

　
丹
後
二
市
二
町
で
構
成
す
る
丹
後
地
区
広
域
市
町

村
圏
事
務
組
合
（
理
事
長
・
中
山
京
丹
後
市
長
）
が
、

丹
後
地
域
で
で
き
る
地
球
温
暖
化
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
考
え
る
「
丹
後
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
三
月

四
日
、
峰
山
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
き
、
約
百
八

十
人
の
参
加
者
が
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
方
向
性
を

探
り
ま
し
た
。 

　
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
丹
後
地
域
に
お
け
る
地
球

温
暖
化
防
止
の
未
来
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
地
球

温
暖
化
問
題
に
対
し
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
認
識
を

深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、『
環
境
先
進
地
・
丹
後
』

を
広
く
発
信
し
て
い
く
た
め
、
二
〇
〇
八
年
の
サ
ミ

ッ
ト
（
主
要
国
首
脳
会
議
）
に
先
駆
け
て
開
催
が
見

込
ま
れ
る
「
Ｇ
８
環
境
大
臣
会
合
」
を
丹
後
へ
誘
致

す
る
運
動
の
一
環
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。 

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
京
都
府
立
大
学
人
間
環
境

学
部
の
宗
田
好
史
助
教
授
が
「
丹
後
地
域
と
地
球
温

暖
化
防
止
〜
地
域
資
源
を
活
か
し
た
温
暖
化
対
策
」

と
題
し
て
基
調
講
演
。「
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
が
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直
す
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
で
き
る
だ
け
多
く
の
か

た
が
、
温
暖
化
防
止
活
動
や
生
活
習
慣
を
体
験
で
き

る
実
践
の
場
の
確
保
が
必
要
。
丹
後
の
豊
か
な
自
然

を
共
有
す
る
中
で
、
自
然
環
境
の
大
切
さ
を
、
ぜ
ひ

全
国
へ
、
そ
し
て
世
界
へ
訴
え
か
け
て
ほ
し
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
平
成
十
八
年
度
に
「
地
球
温
暖
化
防
止

活
動
環
境
大
臣
表

彰
」
を
受
賞
さ
れ

た
宮
津
市
立
由
良

小
学
校
の
五
年
生

十
四
人
が
、
里
山

保
全
体
験
や
木
質

ペ
レ
ッ
ト
の
製
造

な
ど
に
取
り
組
ん

だ
環
境
学
習
の
成

果
を
発
表
。
「
車

の
ア
イ
ド
リ
ン
グ

は
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。
水
の
出
し

っ
ぱ
な
し
、
電
気

の
使
い
過
ぎ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
、『
大
人

の
み
な
さ
ん
も
温
暖
化
を
防
ぐ
取
り
組
み
に
協
力
し

て
く
だ
さ
い
』
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、「
温
暖
化
防
止
！
丹
後
地
域
で
何
が
で
き
る

か
」
を
テ
ー
マ
に
、
温
暖
化
防
止
や
環
境
保
全
活
動

を
行
わ
れ
て
い
る
丹
後
地
域
の
団
体
、
事
業
所
な
ど

の
代
表
四
人
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

そ
れ
ぞ
れ
が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
活
動
内
容
の
報
告

と
と
も
に
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

が
交
わ
さ
れ
、
参
加
者
は
認
識
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

環境学習の成果を発表を発表する 

　　　宮津市立由良小学校の５年生 

全事業所を代表し、３事業所に「飲酒運

転撲滅宣言事業所」の指定書が、島本京

丹後警察署長（左）から手渡されました 

指定事業所の全従業員の車に貼る 

「飲酒運転しま宣言車」のステッカー 

災
害
時
役
立
つ
、
お
湯
を
注
ぐ

だ
け
で
炊
け
る
「
ア
ル
フ
ァ
米
」 

二
人
一
組
に
な
り
、
三
角
巾
を

使
っ
た
「
救
急
法
」
を
実
習 

美しい日本の歴史的風土準100選 に選定 
　　　　　　　丹後町「袖志の棚田と丹後松島」 
美しい日本の歴史的風土準100選 に選定 
　　　　　　　丹後町「袖志の棚田と丹後松島」 

袖
志
の
棚
田 

　
丹
後
町
の
「
袖
志
の
棚
田
と
丹
後
松
島
」
が
、
古
都
保
存
法
施
行

四
十
周
年
を
記
念
し
、
次
世
代
に
継
承
す
べ
き
美
し
い
日
本
の
歴
史

的
風
土
が
良
好
に
残
さ
れ
て
い
る
地
域
と
し
て
「
美
し
い
日
本
の
歴

史
的
風
土
準
一
〇
〇
選
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
同
選
定
は
、
歴
史
的
建
造
物
や
史
跡
な
ど
が
周
囲
の
自
然
的
環
境

と
一
体
と
な
っ
た
「
歴
史
的
風
土
」
を
後
世
に
伝
え
る
べ
く
、
厳
し

い
行
為
制
限
や
土
地
買
い
入
れ
な
ど
に
よ
る
保
存
措
置
な
ど
の
施
策

を
盛
り
込
ん
だ
「
古
都
保
全
法
」（
昭
和
四
十
一
年
制
定
）
の
施
行
四

十
周
年
を
記
念
し
、「
美
し
い
日
本
の
歴
史
的
風
土
一
〇
〇
選
実
行
委

員
会
」
が
全
国
か
ら
公
募
。
全
国
か
ら
六
百
九
十
八
件

も
の
応
募
の
中
か
ら
、
「
一
〇
〇
選
」
お
よ
び
そ
れ
に

準
ず
る
「
準
一
〇
〇
選
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

　
「
丹
後
松
島
」
は
、
京
都
府
の
「
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ

ッ
ク
」
に
選
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
「
京
都
百
景
」
に

も
選
ば
れ
、
小
島
の
多
く
は
、
砂
浜
で
つ
な
が
る
陸
繁

島
で
、
平
・
上
野
・
久
僧
浜
は
、
美
し
い
海
水
浴
場
と

し
て
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
の
地
域
の
海
岸
線
は
、
海
岸
段
丘
が
多
く
、

段
丘
の
上
は
、
少
し
傾
斜
し
た
土
地
に
な
っ
て
お
り
、

古
く
か
ら
段
々
畑

や
棚
田
と
し
て
利

用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
一

二
ヘ
ク

タ
ー
ル

の
面
積
に
約

四
〇
〇
枚
も
の
水

田
が
あ
る
袖
志
の

千
枚
田
は
見
事
な

光
景
で
、
「
日
本

棚
田
一
〇
〇
選
」

に
も
選
ば
れ
て
い

ま
す
。 
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ま
ち
づ
く
り 

丹
後
震
災
記
念
展 

丹
後
大
震
災
か
ら
八
十
年

丹
後
大
震
災
か
ら
八
十
年

　
教
訓
を
風
化
さ
せ
ず
　
今
に
伝
え
る

　
教
訓
を
風
化
さ
せ
ず
　
今
に
伝
え
る

丹
後
大
震
災
か
ら
八
十
年

　
教
訓
を
風
化
さ
せ
ず
　
今
に
伝
え
る

民間木造住宅の耐震診断士派遣事業 

平成19年度も実施します 

　昭和56年（建築基準法改正前）以前に建築された木造住

宅にお住まいのかたで、耐震診断を希望されるかたは、自

己負担2,000円で木造住宅耐震診断士を派遣する事業を、平

成18年度からはじめています。 

　万が一のときに備え、ぜひわが家の「耐震性」を点検し

ましょう。 

　木造住宅の耐震診断についてのご相談は、都市計画・建

築住宅課（☎69-0530）へお問い合わせください。 

　
丹
後
一
円
を
襲
っ
た
「
丹
後
大
震
災
」
か
ら
今
年
で
八
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

　
震
災
の
記
憶
は
、
遠
い
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
自
然
の
力
を
改
め
て

知
り
、
防
災
に
つ
い
て
今
一
度
考
え
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、
毎
年
、
三
月
七

日
の
「
震
災
記
念
日
」
に
あ
わ
せ
て
「
丹
後
震
災
記
念
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

丹
後
震
災
記
念
展

丹
後
震
災
記
念
展

丹
後
震
災
記
念
展

丹
後
大
震
災
で
倒
壊
し
た
「
峰
山
公
会
堂
」 

～市民による市民のためのまちづくりをめざして～ 

「京丹後市まちづくり基本条例の制定をすすめる会」便り「京丹後市まちづくり基本条例の制定をすすめる会」便り 《第６号》 「京丹後市まちづくり基本条例の制定をすすめる会」便り 
～市民による市民のためのまちづくりをめざして～ 

　
「
京
丹
後
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
制
定
を

す
す
め
る
会
」
で
は
、
会
全
体
で
の
議
論
は
も
ち

ろ
ん
、
各
団
体
の
か
た
と
の
意
見
交
換
も
行
い
な

が
ら
、
条
例
の
議
論
を
十
分
行
っ
て
い
き
ま
す
が
、

そ
の
場
に
提
案
す
る
条
例
素
案
を
一
条
ず
つ
つ
く

り
上
げ
る
た
め
、
二
月
二
十
八
日
に
条
文
作
成
委

員
会
（
会
長
以
下
五
人
で
構
成
）
を
開
催
し
ま
し

た
。 

　
委
員
会
で
は
、
ま
ず
、
条
例
の
「
目
的
」
を
ど

の
よ
う
に
規
定
す
る
か
と
い
う
議
論
か
ら
は
じ
め

ま
し
た
。 

　
「
目
的
」
は
、
条
例
に
規
定
し
て
い
る
基
本
事

項
と
と
も
に
、
こ
の
条
例
で
は
何
を
め
ざ
し
て
い

る
の
か
を
簡
潔
に
示
す
た
め
に
規
定
さ
れ
る
も
の

で
、「
自
治
の
実
現
を
図
る
」
タ
イ
プ
と
「
ま
ち
の

実
現
を
図
る
」
タ
イ
プ
に
大
別
で
き
ま
す
。 

　
「
自
治
の
実
現
を
図
る
」
も
の
に
は
、「
自
立
し

た
自
治
体
に
ふ
さ
わ
し
い
自
治
の
実
現
を
図
る
（
東

京
都
杉
並
区
）」、「
地
方
自
治
の
本
旨
に
基
づ
く
市

民
自
治
の
実
現
を
図
る
（
兵
庫
県
伊
丹
市
）」
と
い

っ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。 

　
一
方
で
、「
ま
ち
の
実
現
を
図
る
」
も
の
に
は
、

「
み
ん
な
が
住
み
よ
い
ま
ち
の
実
現
を
図
る
（
北

海
道
美
瑛
町
）」、「
個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地

域
社
会
の
実
現
を
図
る
（
兵
庫
県
宝
塚
市
）」
と
い

っ
た
事
例
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
委
員
会
で
は
、「
京

丹
後
市
が
合
併
し
た
ま
ち
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に

視
点
を
置
き
、
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
す
こ
と
が
よ

い
の
で
は
な
い
か
、
そ
の
よ
う
な
思
い
か
ら
、
自

治
基
本
条
例
と
い
う
名
称
で
は
な
く
『
ま
ち
づ
く

り
基
本
条
例
』
と
い
う
名
称
に
し
た
と
い
う
経
過

が
あ
る
」
と
の
意
見
や
、
一
方
で
は
「
ニ
セ
コ
町

は
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
で
あ
る
が
、
こ
の
条
例

の
目
的
は
自
治
の
実
現
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
と
い
う
名
称
は
、
条
例
全
体
を
捉
え

た
も
の
と
考
え
、
京
丹
後
市
で
は
行
政
に
頼
る
ば

か
り
で
は
な
く
、
住
民
自
治
と
い
う
こ
と
が
根
付

い
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
」
と
い
う
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
議
論
の
結
果
と
し
て
は
、
合
併
後
の
ま
ち
づ
く

り
も
住
民
自
治
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、
ど
ち
ら
も
め
ざ
す
こ
と
で
よ
い
と
い
う

こ
と
を
確
認
し
、
条
文
化
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。 

　
現
段
階
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
に
、
条
文
を
一

つ
ず
つ
て
い
ね
い
に
議
論
し
な
が
ら
、
素
案
を
つ

く
り
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
今
後
、
で
き
る
だ
け
早
く
市
民
の
み
な
さ
ん
に

こ
の
素
案
を
公
表
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
を
お

聞
き
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
（
参
考
引
用
文
献
／
「
協
働
社
会
を
つ
く
る
条
例
」
松

下
啓
一 

著
　 

株
式
会
社
ぎ
ょ
う
せ
い
発
行
） 

　２月に「『京丹後市まちづくり基本条例』に関

するアンケート」を、無作為抽出した3,200人

のかたを対象に実施しましたところ、1,343人（約

42.0％）のかたからご回答をいただきました。 

　ご協力いただき、誠にありがとうございました。 

　アンケートの結果については、集計ができ次第、

公表させていただきますとともに、条例に反映

させていきたいと思っています。 

「京丹後市まちづくり基本条例」に関する 

アンケートのご協力に対するお礼 

大宮陸上チーム 

大下都賀都・滝野天琴さん・谷口信也さん・正木勇志さん大下都賀都・滝野天琴さん・谷口信也さん・正木勇志さん・松本大輝さん 

大宮陸上チーム 

「2007日本ジュニア室内陸上競技」大会　男子小学４×日本ジュニア室内陸上競技」大会　男子小学４×80㍍タイムレースで見事優勝 「2007日本ジュニア室内陸上競技」大会　男子小学４×80㍍タイムレースで見事優勝 

大下都賀砂・滝野天琴さん・谷口信也さん・正木勇志さん・松本大輝さん 
　
「
二
〇
〇
七
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
室
内
陸
上
競

技
大
会
」（
二
月
十
一
日
）
の
男
子
小
学
四
×

八
〇
メ
ー
ト
ル

タ
イ
ム
レ
ー
ス
で
、
「
大
宮
陸
上
」

チ
ー
ム
が
、
四
三
秒
三
五
の
タ
イ
ム
で
見
事

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。 

　
メ
ン
バ
ー
は
、
大
宮
第
一
小
学
校
六
年
生

の
大
下
都
賀
砂
さ
ん
・
滝
野
天
琴
さ
ん
・
谷

口
信
也
さ
ん
・
正
木
勇
志
さ
ん
・
松
本
大
輝

さ
ん
の
五
人
。 

　
メ
ン
バ
ー
の
一
人
・
大
下
さ
ん
は
、
昨
年

六
月
に
右
足
の
肉
離
れ
を
お
こ
し
た
も
の
の
、

メ
ン
バ
ー
全
員
で
支
え
あ
い
、
十
月
に
行
わ

れ
た
京
都
府
小
学
生
陸
上
競
技
大
会
で
標
準

タ
イ
ム
（
五
四
秒
一
四
）
を
突
破
し
、
出
場

権
を
獲
得
。
昨
年
の
「
大
宮
第
一
小
学
校
」

チ
ー
ム
に
続
き
、
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。 

　
メ
ン
バ
ー
は
、
二
月
二
十
三
日
に
引
野
教

育
長
に
優
勝
報
告
に
訪
れ
、
正
木
勇
志
さ
ん

は
「
三
位
以
内
に
入
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
優
勝
で
き
と
て
も
う

れ
し
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

（写真左から）伊東嵩英市体育協会副

会長・正木勇志さん・谷口信也さん・

滝野天琴さん・松本大輝さん・大下都

賀砂さん・指導者の谷口正郎さん 

　
昭
和
二
年
三
月
七
日
午
後
六
時
二
十
七
分
、

網
野
町
郷
付
近
を
震
源
に
し
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
七
・
三
、
震
度
六
相
当
の
北
丹
後
地
震
（
丹

後
大
震
災
）
が
発
生
し
、
被
害
は
丹
後
一
円
に

お
よ
び
ま
し
た
。 

　
京
丹
後
市
域
全
体
の
住
宅
被
害
は
、
全
壊
四
、

三
八
四
軒
、
半
壊
四
、
三
八
四
軒
、
全
焼
六
、

七
一
九
軒
、
半
焼
七
四
軒
。
ま
た
、
亡
く
な
ら

れ
た
か
た
は
二
、
四
四
〇
人
、
重
傷
は
一
、
〇

五
三
人
も
の
か
た
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
奥
丹
後
震
災
誌
か
ら
） 

　
昭
和
四
十
七
年
か
ら
は
じ
め
た
「
丹
後
震
災

記
念
展
」
は
、
今
年
で
三
十
五
回
目
を
迎
え
、「
大

震
災
が
残
し
た
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
三
月
三
日

か
ら
七
日
ま
で
の
五
日
間
、
丹
後
震
災
記
念
館
（
峰

山
町
室
）
で
開
催
し
、
遠
方
か
ら
も
多
く
の
か

た
が
訪
れ
る
な
ど
、
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め

て
感
じ
て
い
ま
し
た
。 

　
会
場
に
は
、
災
害
を
通
じ
て
得
た
教
訓
を
風

化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
「
あ
の
日
を
忘
れ
ず
、

あ
の
日
か
ら
学
ん
で
い
た
だ
こ
う
」
と
、
地
震

発
生
時
刻
を
指
し
た
ま
ま
止
ま
っ
た
柱
時
計
や
、

焼
け
こ
げ
た
反
物
、
溶
け
た
銅
銭
を
は
じ
め
、

焼
け
野
原
と
な
っ
た
峰
山
町
の
中
心
部
な
ど
の

写
真
パ
ネ
ル
六
十
四
点
、
当
時
の
新
聞
記
事
三

十
六
点
な
ど
貴
重
な
資
料
を
多
数
展
示
。
ま
た
、

住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
聞
き
取
り
で
当
時
の
町

並
を
再
現
し
た
地
図
と
と
も
に
、
震
災
で
亡
く

な
ら
れ
た
か
た
を
追
悼
す
る
市
内
に
残
る
慰
霊

塔
十
八
か
所
の
写
真
パ
ネ
ル
を
今
回
初
め
て
展

示
し
、
来
館
者
は
当
時
を
振
り
返
り
、
資
料
の

一
つ
ひ
と
つ
を
感
慨
深
く
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
加
え
て
、
八
十
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
、
関

連
企
画
展
と
し
て
、
丹
後
古
代
の
里
資
料
館
（
丹

後
町
宮
）
で
は
「
震
災
を
忘
れ
な
い
〜
郷
土
史

家
永
浜
宇
平
の
見
た
丹
後
震
災
〜
」
を
一
月
三

十
一
日
か
ら
四
月
十
五
日
ま
で
開
催
し
、
旧
三

重
村
（
現
大
宮
町
）
出
身
の
故
永
浜
宇
平
さ
ん

が
編
さ
ん
し
た
「
丹
後
地
震
誌
」
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
資
料
を
展
示
。 

　
ま
た
、
二
月
二
十
四
日
か
ら
三
月
三
十
一
日

ま
で
、
網
野
郷
土
資
料
館
（
網
野
町
木
津
）
で

は
「
震
災
直
後
の
島
津
村
〜
神
戸
婦
人
同
情
会

の
活
動
〜
」
と
題
し
て
、
同
会
か
ら
島
津
尋
常

高
等
小
学
校
へ
寄
贈
さ
れ
た
救
援
活
動
写
真
な

ど
を
展
示
し
、
来
館
者
は
防
災
へ
の
思
い
を
新

た
に
し
ま
し
た
。 

貴重な資料の数々を展示した 

　　　　　「丹後震災記念展」 
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京
丹
後
市
成
人
式

京
丹
後
市
成
人
式

晴
れ
や
か
な
新
成
人
を
祝
福

京
丹
後
市
成
人
式

晴
れ
や
か
な
新
成
人
を
祝
福

　
暖
か
さ
を
増
し
、
春
を
肌
で
感
じ
る
三
月
十
八
日
、

「
平
成
十
九
年
京
丹
後
市
成
人
式
」
を
京
都
府
丹
後
文

化
会
館
（
峰
山
町
杉
谷
）
で
開
催
し
、
り
り
し
い
は

か
ま
姿
や
あ
で
や
か
な
晴
れ
着
に
身
を
包
ん
だ
新
成

人
約
七
百
人
が
大
人
の
自
覚
を
新
た
に
し
ま
し
た
。 

　
今
年
の
招
待
者
は
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
八
百
六
十
五

人
。
会
場
で
は
、
色
と
り
ど
り
の
振
り
袖
姿
の
新
成

人
が
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
喜
び
あ
い
な
が
ら
写
真

を
撮
り
あ
う
な
ど
、
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。 

　
式
典
は
、
新
た
な
門
出
を
祝
い
、
飛
龍
天
衆
（
ひ

り
ゅ
う
た
か
し
ゅ
う
）
の
勇
壮
な
和
太
鼓
演
奏
と
、

峰
山
よ
さ
こ
い
連
「
空
（
く
う
）
」
の
み
な
さ
ん
に
よ

る
華
麗
な
ス
テ
ー
ジ
で
開
幕
。 

　
中
山
市
長
が
「
み
な
さ
ん
に
は
無
限
の
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
限
り
な
い
可
能
性
を
信
じ
て
、
い
ろ
ん

な
こ
と
に
挑
戦
し
、
勇
気
を
持
っ
て
積
極
的
に
自
分

の
人
生
を
耕
し
、
切
り
拓
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

何
事
も
懸
命
に
、
無
我
夢
中
に
、
そ
し
て
継
続
的
に

取
り
組
む
、
努
力
す
る
、
こ
う
い
う
姿
勢
が
、
い
つ

か
き
っ
と
い
い
こ
と
を
呼
び
込
み
ま
す
。
そ
し
て
、

何
か
に
一
生
懸
命
で
あ
れ
ば
、
一
生
懸
命
に
取
り
組

め
る
こ
と
へ
の
『
感
謝
』
の
気
持
ち
が
わ
い
て
き
ま

す
。
一
生
懸
命
や
っ
た
、
一
生
懸
命
や
れ
た
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
が
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
一

番
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
、
新
成

人
と
し
て
歩
み
だ
し
た
ば
か
り
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

は
君
た
ち
の
時
代
で
す
。
京
丹
後
市
は
、
そ
し
て
二

十
一
世
紀
・
新
千
年
紀
は
、
君
た
ち
と
と
も
に
歩
み

始
め
て
い
ま
す
。
君
た
ち
の
思
い
や
希
望
を
新
し
い

時
代
に
思
い
切
り
熱
く
ぶ
つ
け
、
先
人
へ
の
感
謝
を

は
じ
め
、
多
く
の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
な
が
ら
、

そ
の
上
に
君
た
ち
の
時
代
を
創
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ

い
。
と
も
に
新
し
い
時
代
の
た
わ
わ
な
、
本
当
の
豊

か
さ
に
向
け
歩
み
続
け
ま
し
ょ
う
」
と
式
辞
。
ま
た
、

来
賓
か
ら
は
お
祝
い
と
温
か
い
激
励
の
言
葉
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、
澤
尚
徳
さ
ん
（
網

野
町
網
野
）と
水
口
沙
織
さ
ん
（
峰
山
町
菅
）が
、「
二

十
歳
の
主
張
」
と
題
し
て
、
新
た
な
人
生
の
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
立
ち
、
社
会
人
と
な
る
決
意
を
力
強
く

宣
言
。 

　
ま
た
、
式
典
後
に
は
、
旧
町
ご
と
に
記
念
写
真
を

撮
る
な
ど
、
に
ぎ
や
か
に
思
い
出
話
し
に
花
を
咲
か

せ
、
節
目
の
日
を
存
分
に
喜
び
あ
い
ま
し
た
。
　 笑顔いっぱいに 

　節目の日を喜びあいました 

　市では、国際的視野や国際協調の精神を身につけてもらうとともに、京丹後市の将来のまちづ

くりを担う人材育成を目的に、「平成18年度京丹後市海外派遣事業」として、昨年８月17日から

22日の日程で、中国に「青少年中国交流団」を派遣しました。 

　派遣したのは、公募による市内の中学生18人。交流団は、市が友好都市提携を結ぶ中国・亳

州市と、北京市を訪問し、亳州市第一中学校の生徒と文化・スポーツ交流を行うとともに、デイ

ステイとして生徒宅を訪問し、生活文化などについても学ぶなど、数々の貴重な体験をしました。 

　３月９日には、峰山地域公民館（峰山町杉谷）で「報告会」を開き、交流団を代表し６人が研

修活動を通して習得した成果などについてレポート発表を行いました。 

峰
山
中
学
校
二
年
（
現
三
年
生
）
　
　
金
子
　
佳
奈
さ
ん 

　
私
が
「
青
少
年
中
国
交
流
団
」
に
応
募
し
た
動
機
は
、

三
つ
あ
り
ま
す
。 

　
一
つ
目
は
「
今
は
転
校
し
て
し
ま
っ
た
中
国
の
友
達
の

国
に
つ
い
て
知
り
た
か
っ
た
か
ら
」
、
二
つ
目
は
「
私
に

足
り
な
い
も
の
を
み
つ
け
て
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
活
か
そ

う
と
思
っ
た
か
ら
」
、
三
つ
目
は
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

よ
う
と
思
っ
た
か
ら
」
で
す
。 

　
何
度
か
事
前
研
修
を
重
ね
る
う
ち
に
、
「
し
っ
か
り
と

日
本
の
よ
さ
を
伝
え
よ
う
」、「
こ
の
目
で
中
国
を
見
て
く

る
ぞ
」
と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。 

　
亳
州
市
第
一
中
学
校
に
着
く
ま
で
は
、
と
て
も
ド
キ
ド

キ
し
て
い
ま
し
た
。
中
学
校
に
着
く
と
、
建
物
の
大
き
さ

に
驚
き
ま
し
た
が
、
熱
烈
な
歓
迎
に
も
驚
き
ま
し
た
。 

　
楽
し
み
に
し
て
い
た
「
交
流
会
」
で
は
、
マ
イ
ク
を
持

っ
た
女
の
子
が
英
語
で
司
会
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
「
中

国
は
英
語
の
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
」
と
聞
い
て
い
ま

し
た
が
、
あ
ま
り
の
堂
々
と
し
た
英
語
に
あ
っ
け
に
と
ら

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
踊
っ
た
り
、
歌
っ
た

り
と
堂
々
と
し
た
発
表
が
続
き
、
恥
ず
か
し
さ
な
ん
て
感

じ
な
く
て
、
私
は
「
す
ご
い
な
あ
」
と
思
い
、
た
め
息
が

出
る
ほ
ど
で
し
た
。 

　
交
流
会
が
進
ん
で
い
く
う
ち
に
、
私
の
緊
張
は
い
つ
の

間
に
か
ほ
ぐ
れ
て
笑
顔
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
。 

　
外
へ
出
る
と
、
さ
っ
そ
く
名
札
を
見
た
女
の
子
が
話
し

か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
デ
イ
ス
テ
イ
先
の
学
生
・
ザ
オ
さ

ん
で
す
。
私
は
、
慣
れ
な
い
本
格
的
な
英
語
に
緊
張
し
な

が
ら
、
自
己
紹
介
を
し
ま
し
た
。
ザ
オ
さ
ん
は
、
学
校
に

つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
く
れ
ま
し
た
が
、
早
く
て
、
教
科

書
に
載
っ
て
い
る
こ
と
し
か
わ
か
ら
な
い
私
に
と
っ
て
は

き
つ
く
、
何
度
も
聞
き
返
し
た
り
し
ま
し
た
が
、
と
て
も

み
じ
め
で
し
た
。
す
る
と
ザ
オ
さ
ん
は
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

に
、
私
の
知
っ
て
い
そ
う
な
単
語
を
選
ん
で
さ
ら
に
ゆ
っ

く
り
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
あ
の
と
き
の
、
う
れ
し
く
て
、

心
が
温
ま
る
よ
う
な
気
持
ち
を
私
は
忘
れ
ま
せ
ん
。 

　
亳
州
市
の
学
生
と
交
流
し
て
思
っ
た
こ
と
、
学
ん
だ
こ

と
は
「
英
語
の
必
要
性
」
で
す
。
私
は
も
っ
と
た
く
さ
ん

の
単
語
や
表
現
方
法
を
知
り
た
い
で
す
。
今
回
、
英
語
が

わ
か
ら
な
く
て
悲
し
か
っ
た
こ
と
を
バ
ネ
に
が
ん
ば
っ
て

勉
強
し
た
い
で
す
。
ま
た
、
デ
イ
ス
テ
イ
と
い
う
貴
重
な

体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
文
化
を
深
く
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

　
私
は
、
「
青
少
年
中
国
交
流
団
」
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
本
当
に
よ
か
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

　
言
葉
が
通
じ
な
い
場
所
で
、
英
語
の
必
要
性
を
身
を
も

っ
て
体
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
す
ば
ら
し
い
建
造
物
や
、

雄
大
な
自
然
を
み
て
、
気
持
ち
が
大
き
く
持
て
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
つ
ら
い
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
あ
の

と
き
に
み
た
景
色
を
思
い
出
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 
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十
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京
丹
後
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青
少
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派
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平
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京
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後
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青
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海
外
派
遣
事
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団
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青
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団
」
報
告
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市の将来を担う青少年が 

　　　国際的な視野を広めた 

　　　　　　　貴重な体験・感動を報告 

市の将来を担う青少年が 

　　　国際的な視野を広めた 

　　　　　　　貴重な体験・感動を報告 

市の将来を担う青少年が 

　　　国際的な視野を広めた 

　　　　　　　貴重な体験・感動を報告 

大人の仲間入り　気持ちも新た大人の仲間入り　気持ちも新た

青
少
年
海
外
派
遣 

成
　
人
　
式 

平成19年4月 平成19年4月 広報きょうたんご広報きょうたんご
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元
小
学
校
長
の
故
大
垣
博
さ
ん
（
久
美
浜
町
市
場
）
が
、

「
正
六
位
」
に
叙
さ
れ
、
こ
の
た
び
吉
岡
京
都
府
丹
後
教
育

局
長
か
ら
遺
族
の
か
た
に
位
記
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
垣
さ
ん
は
、
昭
和
十
二
年
三
月
の
京
都
市
仁
和
尋
常
高

等
小
学
校
訓
導
を
振
り
出
し
に
、
三
十
八
年
間
の
永
き
に
わ

た
り
、
教
育
現
場
に
お
い
て
優
れ
た
教
育
実
践
を
積
ま
れ
、

大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
ま
し
た
。 

　
特
に
、
昭
和
四
十
一
年
か
ら
は
小
学
校
長
と
し
て
、
教
育

向
上
と
あ
わ
せ
、
「
学
力
向
上
は
、
健
康
な
体
力
づ
く
り
か

ら
」、「
未
来
に
挑
戦
」
を
信
条
と
し
、
児
童
の
体
力
と
精
神

力
の
向
上
に
尽
力
。
ま
た
、
学
校
の
状
況
や
児
童
の
様
子
を

積
極
的
に
公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
や
保
護
者
の
か
た

に
対
し
て
「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」
に
精
力
的
に
取
り
組

ま
れ
る
な
ど
、
教
育
に
対
す
る
真
摯
な
姿
は
児
童
か
ら
親
し

ま
れ
る
と
と
も
に
、
保
護
者
の
か
た
や
地
域
住
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
も
厚
い
信
望
を
得
ら
れ
ま
し
た
。 

　
加
え
て
、
昭
和
四
十
四
年
四
月
か
ら
十
年
間
は
久
美
浜
町

社
会
教
育
委
員
を
、
ま
た
昭
和
四
十
五
年
に
は
川
上
地
区
区

長
会
長
、
昭
和
五
十
四
年
に
は
久
美
浜
町
区
長
会
副
会
長
を

歴
任
さ
れ
る
な
ど
、
学
校
教
育
の
み
な
ら
ず
地
域
の
振
興
・

発
展
に
も
多
大
な
ご
貢
献
を
い
た
だ
き
、
そ
の
功
績
が
高
く

評
価
さ
れ
受
章
さ
れ
た
も
の
で
す
。 
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元
小
学
校
長

　
故
大
垣
博
さ
ん
︵
久
美
浜
町
市
場
︶

　
　
　
　
　
　
叙
位
　
正
六
位
　
受
章

故大垣　博さん 

　
元
丹
後
町
議
会
議
員
の
米
田
光
治
さ
ん
（
丹
後
町
徳
光
）

が
、
「
旭
日
単
光
章
」
を
受
章
さ
れ
、
こ
の
た
び
奥
田
京
都

府
丹
後
広
域
振
興
局
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。 

　
米
田
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
に
丹
後
町
議
会
議
員

に
初
当
選
さ
れ
、
以
来
平
成
三
年
四
月
ま
で
の
連
続
三
期
十

二
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
地
方
自
治
の
発
展
に
大
き
な
足
跡

を
残
さ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
間
、
産
業
常
任
委
員
会
委
員
長
、
産
業
建
設
常
任
委

員
会
委
員
長
、
丹
後
町
役
場
庁
舎
建
設
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会
委
員
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
。 

　
特
に
、
福
祉
向
上
の
必
要
を
説
き
、
保
健
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
丹
後
町
国
民
健
康
保
険
直
営
間
人
診
療
所
の
開
設
、
ま
た

丹
後
広
域
消
防
組
合
の
分
遣
所
設
置
や
道
路
交
通
網
、
ほ
場

整
備
、
丹
後
町
役
場
庁
舎
建
設
な
ど
に
関
し
て
も
、
常
に
地

域
住
民
の
要
望
を
き
め
細
か
く
聞
き
取
り
、
そ
の
完
成
に
大

き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
地
域
の
信
望
を
得
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
か
ら
昭

和
五
十
二
年
三
月
ま
で
徳
光
区
区
長
を
、
平
成
五
年
四
月
か

ら
平
成
六
年
三
月
ま
で
は
丹
後
町
老
人
会
長
を
務
め
ら
れ
る

な
ど
、
地
域
振
興
・
発
展
に
も
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、

そ
れ
ら
の
功
績
が
顕
著
で
あ
り
受
章
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

　
保
護
司
の
小
栗
徳
宗
さ
ん
（
峰
山
町
菅
）

と
北
島
顯
經
さ
ん
（
大
宮
町
善
王
寺
）
が
、

永
年
に
わ
た
る
地
域
更
正
保
護
事
業
へ
の
功

績
を
讃
え
、
「
平
成
十
八
年
度
京
都
府
更
生

保
護
大
会
」
に
お
い
て
、
法
務
大
臣
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

　
北
島
さ
ん
は
、
青
少
年
の
自
立
更
正
に
献

身
的
に
取
り
組
ま
れ
る
と
と
も
に
、
少
子
高

齢
社
会
な
ど
今
日
的
な
福
祉
課
題
に
向
け
、

保
護
司
会
を
リ
ー
ド
さ
れ
、
地
域
民
生
の
安

定
と
社
会
福
祉
の
向
上
に
ご
尽
力
を
い
た
だ

き
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
り
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。 
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法務大臣表彰を受賞法務大臣表彰を受賞法務大臣表彰を受賞 保護司　小栗徳宗さん（峰山町菅）

北島顯經さん（大宮町善王寺）

保護司　小栗徳宗さん（峰山町菅）

北島顯經さん（大宮町善王寺）

保護司　小栗徳宗さん（峰山町菅）

北島顯經さん（大宮町善王寺）

　
小
栗
さ
ん
は
、
社
会
奉
仕
の
精
神
の
も
と

に
更
生
保
護
の
任
務
に
精
励
さ
れ
る
と
と
も

に
、
世
論
啓
発
を
通
じ
た
地
域
社
会
の
浄
化

や
後
進
の
指
導
・
育
成
に
努
め
ら
れ
、
保
護

司
会
組
織
の
推
進
に
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
る

な
ど
、
そ
の
功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。 

小栗　徳宗さん 北島　顯經さん 

地上デジタルテレビ放送について 地上デジタルテレビ放送について 
 今回は、地上デジタルテレビ放送受信のため、受信方法ごとの改修内容についてお知らせします。 

  テレビ調査人や工事人を名乗って不正請求を行ったり、郵便などによる振り込

め詐欺（架空請求）を行ったりする事例がおきています。 

　地上デジタル放送に関する誤った情報や不十分な情報にもとづいて、関連商品・

サービスを売りつける悪質商法にご注意ください。 

テレビ受信機 

現在お持ちのアナログテレビ

に、デジタルチューナーを取

りつけるか、地上デジタル放

送対応テレビに買い替えるこ

とにより受信が可能です 

受信方法 

 

戸別受信 

 

共同受信 

屋外設備 

従来のUHFアンテナで、

通常は受信できます（交換

が必要な場合もあります） 

組合施設（受信点設備など）

の改修が必要です 

宅内配線 

宅内に配線されている線の種

類によって改修が必要ですが、

基本的にはこれまでの同軸ケ

ーブルで対応可能です（フィ

ーダー線は利用できません） 

平成19年 

2007年 

平成20年 

2008年 

平成21年 

2009年 

平成22年 

2010年 

平成23年 

2011年 

平成19年 

峰山中継局から 

送信開始 

※次回は、市が計画しているブロードバンドネットワーク整備についてお知らせします。 

　市内でのデジタル放送は、平成19年中

に開始されますが、平成23年7月24日の

デジタル完全移行までは、従来のアナロ

グテレビで、テレビ放送が受信できます。 

　計画的に、テレビの買い換えやデジタ

ルチューナーの取り付けなどのデジタル

放送対策を行ってください。 

アナログ放送 

デジタル放送開始 

悪質商法に 
ご注意ください 

テレビ受信機について 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

表
　
　
　
彰 

　京丹後市は、美しい自然環境景観、先人が築きあげた文化財など、ふんだんな魅力にあふれています。 

　市では、そのような魅力を再認識していただくとともに、広く発信しようと、「新・丹後王国“京丹後”」

をテーマに「第１回丹後の四季を撮ろう『フォトコンテスト』」を実施。 

　結果、市内の自然や催し、祭りなど四季の風物詩をとらえたすばらしい129点（71人）のご応募をい

ただき、このたび入選作品が決定しました。 

■入賞（15点） 

題　　　名 

黄葉狩り 

盛夏・早朝「せせらぎ」の竹 

光と影 

春につつまれて 

丹後立岩 

間人蟹競り市 

吹雪の漁港 

落日 

蒼い海 

豊作の丘 

ユウスゲの咲くころ 

サーファーと海 

秋祭 

冬の久美浜湾 

夕景 

受賞者 

木下　　守  

平田　憲広  

岡田　良弘  

上山　幸司  

北垣　正則  

増田　英男  

白杉紀久雄  

白杉紀久雄  

篠田　淳子  

谷口　政彦  

大地洋次郎  

西村喜與司  

奥村　浩市  

家城安久己  

近藤　長衛 

住　所 

網野町 

東京都板橋区 

峰山町 

宮津市 

弥栄町 

弥栄町 

大宮町 

大宮町 

久美浜町 

宮津市 

福知山市 

与謝野町 

網野町 

久美浜町 

峰山町 

（順不同・敬称略） 

■優秀賞（５点） 

題　　　名 

金刀比羅神社 

光彩 

新緑の滝 

筏のある風景（牡蠣筏） 

幻想のブナ林 

受賞者 

前平　照雄 

川戸　勝美 

大町　誠一 

田中　正治 

坪倉　義英 

住　　所 

豊岡市 

峰山町 

滋賀県野洲市 

久美浜町 

弥栄町 

（順不同・敬称略） 

第１回丹後の四季を撮ろう「フォトコンテスト」入選作品決定 

■京丹後市長賞 

　「冬、朝のひとしごと」　清水　まさ子さん（久美浜町） 

 

■京都府知事賞 

　「桃の里」　川見　久雄さん（網野町） 

 

■（社）京都府観光連盟会長賞 

　「晩　夏」　荻野　博さん（峰山町） 

７/24/24　アナログ放送終了　アナログ放送終了 ７/24　アナログ放送終了 

平成19年4月 平成19年4月 広報きょうたんご広報きょうたんご
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　国土交通省近畿運輸局の五十嵐自動車交通部長と足立専門官、

京都運輸支局の西川専門官が、３月９日に市役所へ来庁され、上

限200円バス実証運行の取り組み状況などについて、意見を交わし

ました。 

　五十嵐自動車交通部長は、全国的にバス路線の縮小・廃止が相

次ぐ中、当市が住民の立場に立って積極的に施策を展開している

ことを高く評価していただき、全国の自治体の注目となっている

点について話されました。 

　また、国と地方自治体との貴重な意見交換の場となり、「乗りた

い、使いたい公共交通」の実現へ向け、さらに行政、運行事業者、

市民、企業が一緒になって、努力していくことを伝えました。 

バス・鉄道・航空を 

 もっと身近な乗り物へ 

バス・鉄道・航空を 

 もっと身近な乗り物へ 
　市では、バスや鉄道などの公共交通について、市民のみなさんがより気軽に、より便利に利用

していただける新公共交通システムの構築について、検討を進め、昨年10月から丹後海陸交通

株式会社（丹海バス）との協働により、上限200円バスの実証運行に取り組んでいます。 

　開始から４か月が経過した上限200円バスの利用者数は、前年対比約140％となり、この暖冬

を考慮しても上々の結果（乗車人員でおよそ12,800人増）となっています。 

　今後も、公共交通が市民のみなさんにとって、もっと便利で、もっと身近な乗り物として、親

しみ、愛され、ご利用いただけるよう、さまざまな施策を講じていきますので、市民のみなさん

のご理解とご協力をよろしくお願いします。 

市の公共交通の意思決定最高機関の組織をさらに強化 市の公共交通の意思決定最高機関の組織をさらに強化 

　市では、平成17年12月６日に公共交通の許認可手続きにおける

優遇メリットを得るため、当時、全国初となる「京丹後市地域交通

会議」（会長・中山京丹後市長）を設立しました。 

　そして今回、名称を「京丹後市地域公共交通会議」に改め、さら

なる組織強化を図っていくことにしました。 

　これまでは、乗合バス事業者としての委員は、丹後海陸交通（株）

のみでしたが、新たに全但バス（株）を委員に迎え、さらに鉄道事

業者として北近畿タンゴ鉄道（株）をオブザーバーとして参加して

いただくことにしました。これにより、豊岡方面などを含めた広域

的な議論が行いやすくなりました。 

　　　　上限200円バスに乗って観光スポットまで 

 　　　　『200円バスで行く京丹後の旅』を 

　　　　　　　　　　　　　　　　市のホームページに公開 

　　　　上限200円バスに乗って観光スポットまで 

 　　　　『200円バスで行く京丹後の旅』を 

　　　　　　　　　　　　　　　　市のホームページに公開 

　前号の本紙でご紹介しました、公共交通に関する市民のかたからの「市

のホームページ上で、200円バスで行ける観光地を紹介してはどうか」

とのご意見に基づき、早速「200円バスで行く京丹後の旅」と題した

ページを作成し、市のホームページで公開しています。 

　上限200円バスを利用し、市内観光できるスポットを紹介していま

すので、観光客のかたをはじめ、地区での愛護会行事や老人会行事な

どでご活用ください。 

　また、すでに全戸配布しています『京丹後市バス・鉄道・航空時刻表』

も、ホームページで公開しています。 

（例）従来の間人～網野高等学校間の運賃480円、さ

らには間人～峰山高等学校間の運賃700円が、それぞ

れ運賃200円になり、通学に、通院にたいへん便利です。 

　回数券の購入によりさらにお安くご利用ください。

丹海バス車内でも購入できます。 

市のホームページアドレス　http://www.city.kyotango.kyoto.jp

公共マナーの事前学習、情操教育 

網野幼稚園 

バス絵本と200円バスが運ぶ園児の笑顔 バス絵本と200円バスが運ぶ園児の笑顔 

　市では、公共交通機関の利用促進を推進するため、市内すべて

の幼稚園・保育所に、田舎の路線バスを題材にした絵本「ピン・

ポン・バス」を配布しました。 

　この取り組みは、園児などへの読み聞かせを通して、バスや鉄

道が身近で、楽しい乗り物であることを感じていただき、実際に

公共交通を利用する際の事前学習に役立ててもらおうと行ったも

のです。 

国土交通省近畿運輸局自動車交通部長が来庁 国土交通省近畿運輸局自動車交通部長が来庁 

田舎道を走るバスの発車から終着までのバスの旅が、

さまざまな人間模様を通し描かれた心温まる絵本 

絵本「ピン・ポン・バス」 

（写真奥・左から）　国土交通省近畿

運輸局の五十嵐自動車交通部長、足立

専門官、京都運輸支局の西川専門官 

名称を「京丹後市地域公共交通会議」

に改め組織を強化 

組織の
強化 

上限200円バスの 

　　　　実証運行により 

　従来の運賃が 

　　　　格安になりました 

上限200円バスの 

　　　　実証運行により 

　従来の運賃が 

　　　　格安になりました 

国との
交流 わかり

やすく
 

使いや
すく 

公共交
通に 

ふれる
 公

共

交

通 

公

共

交

通 

得

回数券種別 

普通回数券 

通学回数券 

昼間回数券 

枚　数 

11枚綴り 

13枚綴り 

13枚綴り 

運　賃　額 

10回分の運賃2,000円 

10回分の運賃2,000円 

10回分の運賃2,000円 

実質１回 

乗車運賃 

実質182円 

実質154円 

実質154円 

※通学回数券は、学生証・通学証明などの提示が必

要です。 

※昼間回数券は、10：00～16：00の降車にご利用い

ただけます。 

※区間運賃200円の回数券は、峰山・網野・丹後・

弥栄の市民局と網野駅でもお買い求めいただけます。

（市民局では、領収書は発行できません） 

※200円回数券のバス車内販売も行っています。 

お得な回数券（区間運賃200円の場合）をご利用ください お得な回数券（区間運賃200円の場合）をご利用ください 

平成19年4月 平成19年4月 広報きょうたんご広報きょうたんご
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救
助
件
数
は
、
過
去
最
多
だ
っ
た
昨
年
か

ら
六
件
減
少
し
四
八
件
で
し
た
。
こ
の
う
ち

救
助
活
動
を
行
っ
た
件
数
は
三
一
件
で
、
救

助
し
た
か
た
は
三
七
人
で
し
た
。

事
故
種
別
を
み
る
と
、
交
通
事
故
の
三
一

件
が
最
も
多
く
、
全
体
の
六
五
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
て
い
ま
す
。
自
然
災
害
で
は
、
丹
後

町
間
人
地
区
で
大
規
模
な
土
砂
災
害
が
発
生

し
、
お
二
人
の
か
た
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。

署
所
別
の
出
動
件
数
は
、
本
署
の
一
七
件

が
最
も
多
く
、
久
美
浜
分
署
が
一
三
件
、
網

野
分
署
が
一
一
件
、
竹
野
川
分
遣
所
が
七
件

で
し
た
。

救
急
件
数
は
、
二
、
三
三
一
件
で
、
前
年

か
ら
四
四
件
減
少
し
ま
し
た
が
、
過
去
最
多

で
あ
っ
た
前
年
に
次
ぐ
二
番
目
に
多
い
件
数

と
な
り
ま
し
た
。
一
日
の
平
均
出
動
数
は
六

・
三
九
件
で
、
約
三
時
間
四
五
分
に
一
件
出

動
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

種
別
で
み
る
と
、
例
年
ど
お
り
急
病
が
最

も
多
く
、
次
い
で
交
通
、
一
般
負
傷
と
続
き

ま
す
。

出
動
が
最
も
多
い
月
は
八
月
の
二
四
六
件

で
、
一
日
の
平
均
出
動
件
数
は
七
・
九
四
件

で
し
た
。

救
急
搬
送
者
を
年
齢
別
に
み
る
と
、
六
五

歳
以
上
の
高
齢
者
の
か
た
が
全
体
の
五
七
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
九
十

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
一
八
歳
以
上
の
か
た
で

す
。町

別
で
み
る
と
、
六
二
四
件
の
出
動
が
あ

っ
た
網
野
町
が
最
も
多
く
、
峰
山
町
、
久
美

浜
町
、
大
宮
町
、
丹
後
町
、
弥
栄
町
の
順
に

な
り
ま
し
た
。

火
災
件
数
は
、
前
年
に
比
べ
一
件
増
え
、

過
去
最
多
の
三
二
件
発
生
し
ま
し
た
。

種
別
で
み
る
と
、
建
物
火
災
が
前
年
よ
り

も
八
件
増
加
し
二
四
件
発
生
、
林
野
火
災
二

件
、
車
両
火
災
二
件
、
そ
の
他
火
災
が
四
件

発
生
し
て
い
ま
す
。

平
均
す
る
と
、
一
一
・
四
日
ご
と
に
一
件

火
災
が
発
生
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
火
災

に
よ
る
死
者
は
一
人
、
負
傷
者
は
五
人
発
生

し
ま
し
た
。

原
因
別
で
み
る
と
、
た
き
火
の
四
件
が
最

も
多
く
、
次
い
で
ス
ト
ー
ブ
と
火
遊
び
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
三
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

火
災
原
因
の
多
く
は
、
火
の
取
り
扱
い
の

不
注
意
や
不
始
末
に
よ
る
も
の
で
す
。
一
人

ひ
と
り
が
火
の
正
し
い
取
り
扱
い
を
身
に
つ

け
、
﹃
つ
い
う
っ
か
り
﹄
を
な
く
す
こ
と
が

大
切
で
す
。

﹃
救
急
支
援
に
つ
い
て
﹄

消防長

上田　賢

市民の力で

ご協力をお願いします 消防統計２００６
救急車の適正利用について

救急救命士

小森　英志

　
救
急
な
の
に
な
ぜ
消
防
車
。 

　
火
事
で
も
な
い
の
に
救
急
車
と
消
防

車
が
来
て
驚
か
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。 

　
消
防
本
部
で
は
、
平
成
十
五
年
十
二

月
一
日
か
ら
救
急
出
動
時
に
救
急
車
と

消
防
車
を
同
時
に
出
動
さ
せ
る
救
急
支

援
出
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
救
急
支
援
出
動
は
次
の
よ
う
な
場
合

に
出
動
し
ま
す
。 

①
傷
病
者
が
、
心
肺
停
止
状
態
で
あ
る

　
と
予
想
さ
れ
る
場
合 

②
救
急
隊
の
み
で
は
、
収
容
に
時
間
が

　
か
か
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
（
住
宅

　
二
階
以
上
、海
岸
、山
間
部
な
ど
） 

③
救
急
活
動
に
支
障
を
及
ぼ
す
と
予
想

　
さ
れ
る
場
合（
交
通
事
故
な
ど
） 

④
通
信
指
令
室
員
、
ま
た
は
出
動
救
急

　
隊
長
が
必
要
と
認
め
た
場
合 

　
以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

場
合
、
救
急
車
と
消
防
車
が
サ
イ
レ
ン

を
鳴
ら
し
て
行
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
と
は
思
い
ま
す

が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

救命率の向上を目指して

救命講習

　昨年は『救急』に対するさまざまな取り組みを行いました。「救マ
ーク事業所認定制度」、「ＡＥＤの設置推進」、「普通救命講習会の開催」
など、あらゆる取り組みで市民のみなさんも年々『救急』が身近なも
のに感じられたのではないでしょうか。人工呼吸・心臓マッサージな
どの救命講習修了者が増えてきていることはたいへんありがたく心強
いことです。これからも職場で、あるいは地域で機会があれば進んで
救急講習会などに足を運んでください。救急に限らず火災・救助など
の件数が少しでも減っていくようにご協力お願いします。

《４４件減》

2,331件

救
急

　京丹後市では、昨年2,331件の救急出

動がありました。これは、10年前と比較

すると約1.5倍の出動件数になります。

　救急出動の増加に伴い、直近の消防署

では対応しきれず、遠方の消防署から救

急車が出動するケースが増えています。

　また、軽いケガや風邪など、客観的に

みて救急車を必要としない症状で救急車

を要請されるかたが多く、昨年救急車を

利用されたかたの約４割が入院を必要と

しない『軽症』と診断されています。

　救急車は本来、急病や事故などにより、

生命が危険な状態にある傷病者を一刻も

早く医療機関へ搬送するためのものです。

　本当に救急車を必要とするかたの

妨げとならないよう、適正な利用を

心がけましょう。

《１件増》

32件

火
災

《８件減》

48件

救
助

救助種別

●交通事故　　３１件

●機械事故　　　４件

●水難事故　　　３件

●自然災害　　　２件

●その他　　　　８件

町別火災発生状況

1
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峰山町 大宮町 網野町 丹後町 弥栄町 久美浜町
【町別】

︻
件
数
︼

建物

林野

車両

その他

火災種別(対前年)

︻
種
別
︼

【件数】
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１７年

１８年

１７年

１８年

１７年

１８年

１７年

１８年建
物

林
野

車
両

そ
の
他

火災原因

●たき火　　　　４件

●ストーブ　　　３件

●火遊び　　　　３件

●たばこ　　　　２件

●風呂かまど　　２件

●排気管　　　　２件

●配線器具　　　２件

●放火の疑い　　２件

●その他　　　１２件

救急種別出動状況

●急病　　　１，４１１件

●交通　　　　　３０８件

●一般負傷　　　２７３件

●転院                 ２1９件

●自損行為　　　　３４件

●その他　           　8６件

峰山町
５２７件

大宮町
３０４件

網野町
６２４件

弥栄町
１９５件

久美浜町
４５１件

丹後町
２３０件

救急町別出動状況 傷病者の救命率を上げるためには、救

急隊が現場に到着するまでの市民のみな

さんによる応急手当が極めて重要です。

 京丹後市消防本部では応急手当の正し

い技術を身につけていただくために、各

種救命講習会を行っています。昨年１年

間に2,008人、過去10年間には、合計

19,793人のかたが救命講習を受講され、

心肺蘇生法、ＡＥＤ（自動体外式除細動

器）の取り扱い、止血法などを学ばれま

した。

　大切なかたの命を守るために、ぜ

ひ救命講習を受講しましょう。 【搬送人員】

︻
年
齢
区
分
︼

0 200 400 600 800 1000 1200 1400

救急年齢区分別搬送状況

高
齢
者

成
年

少
年

乳
幼
児

新
生
児

5

96

107

757

1280

各種救命講習の詳しい内容などは
京丹後市消防本部　峰山消防署　救急係（℡ 0772(62)0119）または最寄りの消防署にお問い合わせください。
京丹後市消防本部ホームページもご覧ください　http://www.c ity .kyotango.kyoto . jp/kcfd/ index.html

　
過
去
最
多
の
火
災
件
数

　
前
年
に
次
ぐ
出
動
件
数

　
救
急
の
高
齢
化

　
過
去
二
番
目
の
出
動
件
数

　
不
注
意
か
ら
出
火
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たんごの風　３2号

（人）

消

　

　

防 

消

　

　

防 



職

員

研

修 

職
場
改
革
改
善 

住
民
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
政
策
形
成
を
学
ぶ

住
民
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
政
策
形
成
を
学
ぶ

住
民
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
政
策
形
成
を
学
ぶ

市
職
員

　
市
で
は
、
職
員
の
業
務
執
行
に
お
け
る
政

策
形
成
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
独
自

の
取
り
組
み
と
し
て
は
初
め
て
、
「
政
策
形

成
研
修
」
を
一
月
二
十
二
日
・
二
十
三
日
の

二
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
、
地
域
振
興
や
業

務
改
善
な
ど
に
個
々
の
発
想
を
政
策
に
反
映

す
る
た
め
の
手
順
や
企
画
書
の
作
成
方
法
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。 

　
市
で
は
、
新
市
誕
生
以
来
、
職
員
と
し
て

の
使
命
を
再
確
認
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤

で
あ
る
市
民
の
み
な
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
を

高
め
る
た
め
、
市
役
所
全
体
が
一
丸
と
な
っ

て
「
サ
ー
ビ
ス
ア
ッ
プ
運
動
」（
信
頼
・
親
切
・

ス
ピ
ー
ド
の
３
Ｓ
運
動
）
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
加
え
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
信
頼

さ
れ
る
職
員
で
あ
る
た
め
に
は
、
職
員
自
ら

の
意
識
改
革
が
最
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
立
場
に
立
っ

て
考
え
る
と
と
も
に
、
親
切
・
公
正
で
迅
速

な
行
動
が
で
き
る
職
員
を
め
ざ
し
、
さ
ま
ざ

ま
な
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
平
成
十
八
年
度
に
は
、
階
層
ご
と
に
職
務

に
必
要
な
研
修
四
回
（
参
加
者
百
八
人
）
、

能
力
開
発
関
係
の
研
修
十
回
（
同
五
十
五
人
）、

一
般
的
知
識
に
関
す
る
研
修
四
回
（
同
一
千

十
九
人
）
な
ど
を
実
施
。
（
各
職
場
か
ら
参

加
し
て
い
る
専
門
的
な
研
修
は
含
み
ま
せ
ん
） 

   

　
従
来
、
市
が
行
う
職
員
研
修
は
、
主
に
関

係
機
関
が
行
っ
て
い
る
も
の
に
職
員
を
派
遣

す
る
形
式
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
派
遣

職
員
数
に
制
約
が
あ
る
こ
と
や
実
施
施
設
ま

で
の
移
動
距
離
が
長
い
こ
と
な
ど
非
常
に
効

率
が
悪
い
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
特
に
重
要

で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
研
修
に
つ
い
て
は
市

独
自
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
今
回
、
能
力

開
発
型
の
研
修
と
し
て
は
初
め
て
「
政
策
形

成
研
修
」
を
市
が
主
催
し
実
施
し
ま
し
た
。 

　
同
研
修
会
に
は
、
専
門
の
講
師
を
招
き
、

課
長
補
佐
や
主
任
級
の
職
員
四
十
人
が
、
二

日
間
に
わ
た
る
研
修
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
、

職
場
か
ら
離
れ
た
「
大
宮
ふ
れ
あ
い
工
房
」

（
大
宮
町
三
坂
）
で
受
研
。 

　
ま
ず
最
初
に
、
講
師
か

ら
「
自
治
体
（
組
織
）
は
、

永
続
性
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
こ
に
住
ん
で
い
る
か
た
が
住
み
続
け
た
い

と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
前
例
踏
襲
型
だ
け
の
職
員
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
」
と
受
研
に
当
た
っ
て
の
基
本

姿
勢
が
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
研
修
は
、
▽
政
策
形
成
の
基
本
と
仕
組
み
、

形
成
実
務
の
手
順
、
企
画
書
の
作
成
実
務
の

習
得
、
▽
地
方
自
治
行
政
に
お
け
る
施
策
に

つ
い
て
、
研
修
を
通
じ
現
状
を
よ
り
深
く
認

識
す
る
と
同
時
に
今
後
の
職
場
や
組
織
活
性

化
づ
く
り
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
の
研
究
、

▽
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
成
果
発
表
）
の

能
力
向
上
な
ど
を
ね
ら
い
と
し
て
実
施
。 

　
住
民
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
政
策
課
題
の
選
定

方
法
や
、
課
題
の
現
状
分
析
か
ら
政
策
目
標

の
設
定
の
仕
方
お
よ
び
課
題
の
整
理
手
法
な

ど
に
つ
い
て
、
企
画
書
を
実
際
に
作
成
す
る

ま
で
の
手
順
を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
五
・

六
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
政
策
課
題

に
つ
い
て
職
員
同
士
が
討
議
す
る
中
で
情
報

を
共
有
化
し
、
提
案
す
る
企
画
書
を
つ
く
り

あ
げ
、
表
現
力
、
訴
求
力
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
全

員
の
前
で
発
表
、
提
案
・
説
明
に
基
づ
き
職

員
間
で
問
答
演
習
を
行
い
、
講
師
か
ら
講
評

を
受
け
ま
し
た
。 

　
研
修
を
終
え
た
職
員
は
、
「
こ
れ
ま
で
に

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
研
修
で
、
有
意
義
で

あ
っ
た
」、「
政
策
形
成
の
必
要
性
を
再
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
」、「
今
後
の
業
務
の
中

で
活
か
し
た
い
」
と
た
い
へ
ん
好
評
で
あ
り
、

さ
ら
に
「
こ
の
研
修
は
も
っ
と
多
く
の
職
員

が
受
け
る
べ
き
だ
」
と
の
指
摘
が
多
く
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。 

　
今
後
の
研
修
計
画
と
し
て
は
、
当
面
、「
政

策
形
成
研
修
」
に
重
点
を
お
き
、
対
象
職
員

の
範
囲
を
広
げ
継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、

各
種
研
修
と
組
み
合
わ
せ
た
市
独
自
研
修
の

充
実
を
図
り
な
が
ら
、
研
修
機
関
な
ど
へ
派

遣
を
行
う
研
修
を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
て
、

職
員
の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。 

　
加
え
て
、
引
き
続
き
、
国
や
府
、
財
団
法

人
へ
職
員
を
派
遣
し
研
修
を
行
う
こ
と
と
し
、

現
在
は
、
経
済
産
業
省
、
総
務
省
、
内
閣
官

房
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
を
は
じ
め
、
京
都

府
の
地
方
課
、
丹
後
土
地
改
良
事
務
所
、
財

団
法
人
の
国
際
化
協
会
、
京
都
産
業
二
一
へ

職
員
を
派
遣
し
、
昨
年
八
月
二
十
八
日
に
は

研
修
報
告
会
を
開
催
し
て
、
そ
の
成
果
を
市

民
の
み
な
さ
ん
に
報
告
し
て
い
ま
す
。 

グループにわかれ政策課題について討議 

プレゼンテーション（成果発表） 

能
力
開
発
を
め
ざ
し 

　
　
　
　
市
独
自
の
研
修
を
推
進 

積極的に職場改革 

９部署が業務改革の成果を　市のホームページで発表 
積極的に職場改革 

９部署が業務改革の成果を　市のホームページで発表 

５ 

５ 

各部局がそれぞれの取り組み概要を、
わかりやすくホームページ上で紹介 

 

来庁者のかたにすぐ対応できるように庁舎の席の向きを変更 

 

市民にわかりやすい窓口のほか、弥栄町内の市民局だよりを発行 

 

 

この３年間の取り組みを振り返り、その成果を検証 

 

 

昨年からはじめたプルトップ収集の成果発表 

 

京丹後市地球温暖化対策実行計画の目標達成をめざし、職員向けの情報誌を発行 

 

市職員自らの公共交通の利用促進の成果と課題について 

 

市長への来客者のかたのために待合室を設置 

 

よりわかりやすい窓口をめざして、案内表示を変更 

 

すばやい電話対応をめざし、電話の着信音の設定を変更 

ミッション　死角を消せ！【丹後市民局市民福祉課】 

 

弥栄唯一の情報コンビニ「セブンフィフティーン」【弥栄市民局】 

 

CONTINUATION　POWER!! 

～“改革・改善”への熱き３年間の取り組み～【消防本部竹野川分遣所】 

 

愛編むプルトップ 

～やさしい気もちのおすそわけリターンズ～【河辺保育所】 

 

地球温暖化対策情報誌「SELF」を発行【生活環境部環境推進課】 

 

「職場での公共交通機関の利用取り組み」について【生活環境部市民課】 

 

お客様のために快適な待合室を【秘書広報広聴課】 

 

窓口サービスアップ【峰山市民局】 

 

りんりんりん　どこの音？【企画政策部総合戦略課・企画推進課・行財政改革推進課】 

　
市
で
は
、
昨
年
度
か
ら
職
員
に
よ
る

全
庁
的
な
「
職
場
改
革
改
善
運
動
『
Ｔ

Ａ
Ｎ
　
（
タ
ン
ゴ
）
リ
ン
ピ
ッ
ク
』
」

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
中
、
こ
の
運
動
を
職
員
間
で

共
有
す
る
と
と
も
に
、
広
く
市
民
の
み

な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
三

月
五
日
か
ら
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
、

本
年
度
に
職
場
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
が
創

意
工
夫
し
て
取
り
組
ん
だ
身
近
な
日
常

業
務
の
改
善
事
例
な
ど
の
発
表
を
行
い

ま
し
た
。 

　
『
Ｔ
Ａ
Ｎ
　
（
タ
ン
ゴ
）
リ
ン
ピ
ッ

ク
』
は
、
▽
職
員
が
広
く
市
政
全
般
に

つ
い
て
の
見
直
し
や
新
し
い
業
務
企
画

を
提
案
す
る
こ
と
に
よ
り
、
職
員
の
士

気
を
高
め
、
活
力
あ
る
強
力
な
市
の
組

織
づ
く
り
を
図
る
「
職
員
提
案
制
度
」、

▽
職
場
単
位
で
効
率
化
や
合
理
化
、
経

費
節
減
な
ど
に
つ
い
て
自
主
的
に
業
務

の
改
革
・
改
善
に
取
り
組
み
、
そ
の
成

果
の
共
有
を
図
る
「
職
場
改
革
実
践
運

動
」
か
ら
な
り
、
職
員
の
意
識
改
革
や

主
体
的
な
取
り
組
み
を
推
奨
し
て
い
く

も
の
で
す
。 

　
今
回
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
て

の
発
表
で
は
、
市
民
局
や
消
防
本
部
、

保
育
所
な
ど
が
自
主
的
に
取
り
組
ん
だ

九
事
例
を
発
表
。
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
死
角

を
消
せ
」
と
題
し
た
取
り
組
み
で
は
、

職
員
の
席
を
カ
ウ
ン
タ
ー
向
き
に
か
え

る
こ
と
に
よ
り
、
来
客
者
の
か
た
へ
の

迅
速
な
対
応
に
つ
な
が
っ
て
い
る
事
例

を
報
告
。
ま
た
、
「
職
場
で
の
公
共
交

通
機
関
利
用
の
取
り
組
み
」
で
は
、
職

員
が
毎
月
一
回
以
上
、
通
勤
に
公
共
交

通
を
利
用
す
る
運
動
に
つ
い
て
紹
介
。

さ
ら
に
、
「
愛
編
む
プ
ル
ト
ッ
プ
〜
や

さ
し
い
気
持
ち
の
お
す
そ
わ
け
リ
タ
ー

ン
ズ
〜
」
と
し
て
、
保
育
所
の
保
護
者

の
か
た
や
地
域
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を

得
て
収
集
し
た
プ
ル
ト
ッ
プ
を
、
車
い

す
に
交
換
で
き
た
成
果
な
ど
に

つ
い
て
、
動
画
に
よ
り
わ
か
り

や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、

こ
れ
ら
の
活
動
に
対
す
る
ご
意

見
を
募
集
す
る
と
と
も
に
、
ほ

か
の
部
署
に
お
い
て
も
職
員
が

一
丸
と
な
り
、
さ
ら
な
る
改
革
・

改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
平
成
十
八
年
度
の
「
職

員
提
案
制
度
」
で
は
、
職
員
か
ら
四
件

の
提
案
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
中
か
ら
「
有

害
鳥
獣
で
あ
り
、
増
え
過
ぎ
た
『
イ
ノ

シ
シ
』
の
肉
の
商
品
化
・
特
産
品
化
」

を
優
秀
提
案
と
し
て
選
定
。
イ
ノ
シ
シ

や
鹿
を
有
効
に
活
用
し
、
地
域
の
活
性

化
に
結
び
つ
け
る
た
め
の
調
査
・
研
究

経
費
を
さ
っ
そ
く
平
成
十
九
年
度
予
算

に
計
上
し
て
い
ま
す
。 

 

タイトル・概要 

平成19年4月 平成19年4月 広報きょうたんご広報きょうたんご

27 26



職 員 配 置 表  
４月１日付けで職員の配置換えを行いましたので、４月１日付けで職員の配置換えを行いましたので、お知らせします。お知らせします。（異動者のみ掲載）（異動者のみ掲載） 

職 員 配 置 表  
４月１日付けで職員の配置換えを行いましたので、お知らせします。（異動者のみ掲載） 

※医師は次号に掲載します。※医師は次号に掲載します。　※役職は、　※役職は、係長以上を付記　　※○印は、係長以上を付記　　※○印は、昇格者昇格者 ※医師は次号に掲載します。　※役職は、係長以上を付記　　※○印は、昇格者 

議会総務課 

秘書広報広聴課 

秘書広報広聴課 

総合戦略課 

総合戦略課 

企画推進課 

企画推進課 

企画推進課 

企画推進課 

企画推進課 

企画推進課 

行財政改革推進課 

行財政改革推進課 

情報政策課 

情報政策課 

総務課 

総務課 

総務課 

総務課 

人事課 

財政課 

財政課 

財産管理課 

財産管理課 

税務課 

税務課 

税務課 

税務課 

税務課 

税務課 

税務課 

 

市民課 

市民課 

市民課 

市民課 

市民課 

医療保険課 

医療保険課 

医療保険課 

医療保険課 

医療保険課 

環境推進課 

環境推進課 

環境推進課 

環境推進課 

生活福祉課 

障害者福祉課 

高齢者福祉課 

高齢者福祉課 

高齢者福祉課 

高齢者福祉課 

高齢者福祉課 

子育て支援課 

子育て支援課 

子育て支援課 

 

課長補佐　○ 

 

 

情報政策課兼務

課長補佐○丹後広域圏派遣 

課長補佐　○ 

  

  

 

 

課　　長　○ 

課長補佐　○ 

 

総務省等派遣 

課　　長　○ 

課長補佐 

 

 

 

地方課派遣解く 

自治振興課派遣 

課長補佐 

 

課長補佐　○ 

 

 

 

 

 

 

政策監付補佐 

主　　幹　○ 

課長補佐　○ 

課長補佐 

 

 

課　　長 

課長補佐 

 

 

 

課　　長　○ 

課長補佐　○ 

 

 

 

課長補佐 

課　　長 

 

 

 

 

課　　長 

課長補佐　○ 

千賀　　誠 

渡邉　　歩 

松本　隆明 

澤　　学爾 

安井　克弘 

河島　守男 

川口　誠彦 

竹内　昌明 

沖　　　学 

山下　　琢 

今西　靖佳 

藤村　信行 

辻村　　実 

道家　城作 

井上　和也 

川口　勝彦 

中村　和幸 

小石原正和 

平田友美子 

佐川　清隆 

中山　彰人 

永美　崇志 

吉村　　真 

田　　洋 

山形　健一 

坂戸　清幸 

志村　吉宗 

大槻　秀明 

清水　和則 

西村　彩子 

片西　　優 

荻野　正樹 

西垣善太郎 

田村美乃枝 

中田　裕雄 

川口　敏一 

上田　雅彦 

古橋　伸一 

中地　孝雄 

吉岡　恵美 

森野　恵子 

蒲田　真穂 

松本　喜子 

後藤　正明 

大江　　裕 

吉田　茂喜 

谷口　敏典 

川戸　一生 

安達　忠行 

西井喜代美 

増田　裕貴 

高橋　典子 

小谷美保子 

吉岡喜代和 

野田　昭男 

吉岡　祥嗣 

議会事務局 

 

 

 

 

 

 

 

企画政策部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総　務　部 

 

 

 

 

 

 

 

医療改革推進政策監付 

 

 

 

 

 

 

生活環境部 

 

 

 

 

 

 

 

 

保健福祉部 

（網野市民局市民福祉課） 

（秘書広報広聴課） 

（議会事務局議会総務課） 

（保健福祉部高齢者福祉課） 

（総務省派遣） 

（大宮市民局地域事業課） 

（企画政策部企画推進課） 

（生活環境部環境推進課） 

（商工観光部観光振興課） 

（生活環境部環境推進課） 

（保健福祉部高齢者福祉課） 

（企画政策部企画推進課） 

（総務部財政課） 

（丹後市民局市民福祉課） 

（企画政策部行財政改革推進課） 

（総務部総務課） 

（企画政策部企画推進課） 

（総務部税務課） 

（峰山市民局市民福祉課） 

（網野市民局市民福祉課） 

（総務部財政課） 

（丹後市民局地域事業課） 

（大宮市民局地域事業課） 

（教育委員会事務局大宮教育分室） 

（総務部税務課） 

（丹後市民局地域事業課） 

（企画政策部情報政策課） 

（総務部人事課） 

（会計課） 

（教育委員会事務局久美浜教育分室） 

（保健福祉部子育て支援課） 

（農業委員会事務局） 

（生活環境部市民課） 

（生活環境部市民課） 

（秘書広報広聴課） 

（保健福祉部高齢者福祉課） 

（農林水産部農村振興課） 

（保健福祉部高齢者福祉課） 

（峰山市民局市民福祉課） 

（商工観光部商工振興課） 

（教育委員会事務局大宮教育分室） 

（弥栄市民局市民福祉課） 

（生活環境部市民課） 

（生活環境部環境推進課） 

（商工観光部観光振興課） 

（企画政策部企画推進課） 

（保健福祉部障害者福祉課） 

（弥栄市民局市民福祉課） 

（保健福祉部健康推進課） 

（保健福祉部健康推進課） 

（丹後市民局市民福祉課） 

（保健福祉部生活福祉課） 

（保健福祉部生活福祉課） 

（久美浜市民局市民福祉課） 

（生活環境部医療保険課） 

（大宮市民局地域事業課） 

（大宮市民局市民福祉課） 

（建設部管理課） 

（上下水道部下水道課） 

（保健福祉部健康推進課） 

（峰山市民局 ） 

（総務部税務課） 

（生活環境部医療保険課） 

（上下水道部下水道課） 

（弥栄病院事務部管理課） 

（農林水産部農村調整課） 

（農林水産部農村調整課） 

（上下水道部下水道課） 

（農林水産部海業水産課） 

（建設部土木課） 

（建設部土木課） 

（教育委員会事務局久美浜教育分室） 

（商工観光部商工振興課） 

（総務部財政課） 

（農林水産部海業水産課） 

（大宮市民局市民福祉課） 

（商工観光部商工振興課） 

（生活環境部医療保険課） 

（久美浜市民局地域事業課） 

（企画政策部総合戦略課） 

（大宮市民局市民福祉課） 

（企画政策部総合戦略課） 

（商工観光部丹後の魅力総合振興課） 

（商工観光部丹後の魅力総合振興課） 

（丹後市民局地域事業課） 

（弥栄市民局地域事業課） 

（農林水産部農村整備課） 

（上下水道部下水道課） 

（上下水道部水道課） 

（網野市民局市民福祉課） 

（農林水産部海業水産課） 

（上下水道部水道課） 

（農林水産部海業水産課） 

（上下水道部水道課） 

（建設部管理課） 

（上下水道部下水道課） 

（弥栄市民局地域事業課） 

（生活環境部環境推進課） 

（農林水産部農村整備課） 

（網野市民局地域事業課） 

（建設部都市計画・建築住宅課） 

（企画政策部企画推進課） 

（企画政策部行財政改革推進課） 

（弥栄病院事務部管理課） 

（峰山市民局市民福祉課） 

（総務部税務課） 

（企画政策部情報政策課） 

（大宮市民局市民福祉課） 

（峰山市民局地域事業課） 

（峰山市民局市民福祉課） 

（保健福祉部障害者福祉課） 

（総務部税務課） 

（農林水産部農村振興課） 

（総務部財産管理課） 

（峰山市民局市民福祉課） 

（教育委員会事務局学校教育課） 

（上下水道部下水道課） 

（建設部都市計画・建築住宅課） 

（商工観光部丹後の魅力総合振興課） 

（保健福祉部子育て支援課） 

（総務部税務課） 

（久美浜市民局市民福祉課） 

（網野市民局地域事業課） 

（網野市民局市民福祉課） 

（大宮市民局市民福祉課） 

（丹後市民局市民福祉課） 

（総務部財産管理課） 

（弥栄市民局市民福祉課） 

（総務部税務課） 

（上下水道部水道課） 

（商工観光部観光振興課） 

（保健福祉部子育て支援課） 

（保健福祉部高齢者福祉課） 

（建設部管理課） 

（上下水道部水道課） 

（峰山市民局市民福祉課） 

（建設部土木課） 

（網野市民局市民福祉課） 

（農林水産部農村振興課） 

（監査委員事務局） 

（建設部都市計画・建築住宅課） 

（生活環境部市民課） 

（教育委員会事務局丹後教育分室） 

（峰山市民局地域事業課） 

（保健福祉部高齢者福祉課） 

（教育委員会事務局網野学校給食センター） 

（久美浜病院事務部管理課） 

（教育委員会事務局網野教育分室） 

（総務部税務課） 

（教育委員会事務局峰山図書館） 

（教育委員会事務局あみの図書館） 

（教育委員会事務局あみの図書館） 

（教育委員会事務局峰山教育分室） 

（総務部 総務課） 

（教育委員会事務局網野教育分室） 

（教育委員会事務局丹後教育分室） 

（教育委員会事務局弥栄教育分室） 

（教育委員会事務局久美浜教育分室） 

（教育委員会事務局文化財保護課） 

（建設部管理課） 

（久美浜市民局地域事業課） 

（農林水産部農村振興課） 

（大宮市民局市民福祉課） 

（総務課管理係）���� 

（消防２係） 

（教育委員会事務局学校教育課） 

（総務課管理係）　　　 

（新規採用） 

（新規採用） 

（新規採用） 

（新規採用） 

（消防課） 

（竹野川分遣所） 

（消防課消防１係） 

（消防課救急２係） 

子育て支援課 

健康推進課 

健康推進課 

健康推進課 

  

農村調整課 

農村振興課 

農村振興課 

農村振興課 

農村整備課 

農村整備課 

農村整備課 

海業水産課 

海業水産課 

海業水産課 

海業水産課 

海業水産課 

商工振興課 

商工振興課 

商工振興課 

商工振興課 

観光振興課 

観光振興課 

丹後の魅力総合振興課 

丹後の魅力総合振興課 

丹後の魅力総合振興課 

丹後の魅力総合振興課 

丹後の魅力総合振興課 

管理課 

管理課 

管理課 

土木課 

土木課 

都市計画・建築住宅課 

都市計画・建築住宅課 

都市計画・建築住宅課 

水道課 

水道課 

水道課 

水道課 

水道課 

下水道課 

下水道課 

下水道課 

下水道課 

下水道課 

  

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

地域事業課 

地域事業課 

市民福祉課 

市民福祉課 

  

課　　長 

  

網野市民局市民福祉課兼務

部　　長 

  

課　　長　○ 

 

 

 

  

 

課　　長　○ 

課長補佐　○ 

 

 

 

課長補佐　○ 

 

京都産業21派遣 

京都産業21派遣解く 

課長補佐　○ 

 

課　　長　○ 

課長補佐　○ 

経産省派遣 

地場産派遣 

経産省派遣解く 

課　　長 

 

  

 

 

 

 

 

課　　長 

課長補佐 

 

 

 

課長補佐 

 

 

 

 

市民局長　○ 

主　　幹 

課長補佐　○ 

 

 

 

課長補佐　○ 

 

課　　長　○ 

課長補佐 

梅田　友紀 

岸本　英志 

吉田　真理 

村田加代子 

蒲田　幸造 

川戸　潤子 

廣野　勝義 

岡崎不二夫 

田中　弘人 

松山　　正 

足達　和則 

井上　辰也 

小石原吉雄 

堀江　利彦 

下田　浩二 

岡野　　勲 

川浪周一郎 

田義一郎 

溝尻　尚敏 

高田　亮平 

田中　光男 

藤原　和子 

岩崎　浩一 

新井　清宏 

西村誠志郎 

高橋　尚義 

小林　英樹 

宇野　浩嗣 

蒲田　保彦 

近藤　　淳 

吉谷　健也 

大木　保人 

花満　昌輝 

坪倉　良樹 

野村　俊彰 

西口　紀行 

引野　都夫 

山本　桂輔 

三浦　直基 

野村　博史 

吉岡　正英 

大木　利男 

平林　順一 

岸本　　忍 

山本　亮介 

蛭子ひとみ 

和田　道雄 

深田　浩志 

松本眞理子 

西川　隆貴 

土田　正幸 

田中　寿夫 

山本　　忍 

松 　良幸 

太田　弘保 

中邑　正樹 

 

保健福祉部 

 

 

 

 

 

 

 

農林水産部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

商工観光部 

 

 

 

 

 

 

 

 

建　設　部 

 

 

 

 

 

 

 

 

上下水道部 

 

 

 

 

 

 

 

 

峰山市民局 

 

 

 

 

大宮市民局 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

地域事業課 

地域事業課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

地域事業課 

地域事業課 

  

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

地域事業課 

地域事業課 

市民福祉課 

市民福祉課 

地域事業課 

地域事業課 

市民福祉課 

市民福祉課 

市民福祉課 

地域事業課 

会計課長兼務 

会計課 

教育総務課 

学校教育課 

学校教育課 

学校教育課 

網野学校給食センター 

社会教育課 

社会教育課 

社会教育課 

市立図書館（峰山） 

市立図書館（あみの） 

市立図書館（あみの） 

峰山地域公民館 

大宮地域公民館 

網野地域公民館 

丹後地域公民館 

弥栄地域公民館 

久美浜地域公民館 

文化財保護課 

文化財保護課 

文化財保護課 

 

 

総務課総務係 

総務課 

総務課総務係 

総務課管理係 

総務課 

総務課 

総務課 

総務課 

 

消防課　指令室長兼務 

消防課 

消防課 

  

  

  

  

課長補佐 

 

課長補佐 

 

 

  

課　　長　○ 

課長補佐 

市民局長　○ 

課　　長 

課長補佐 

 

 

課　　長 

 

課長補佐 

 

 

 

課　　長　○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

センター長　○ 

 

 

 

 

館　　長　○ 

 

 

 

 

 

 

 

課　　長　○ 

課長補佐　○ 

 

事務局長  

課長補佐 

係　　長 

府立消防学校派遣 

 

係　　長　○ 

 

 

 

 

署　　長 

課　　長 

課長補佐　○ 

課長補佐　○ 

今田　昇一 

安達真里子 

岸田　裕幸 

粟森　絢子 

堀　弥壽彦 

鈴木　常敏 

福尾　昌信 

藤原　純子 

松井　　稔 

平林　克也 

森田　正二 

柴田　隆行 

矢野　節雄 

東　　和彦 

安田　　勉 

吉岡加代子 

広瀬　正二 

川口　富義 

江上　弘司 

山副佳代子 

溝尻　美穂 

坪倉　正樹 

梅田研二郎 

後藤　圭治 

宮本　　茂 

小坂　貴寛 

松本　哲朗 

堂田　孝二 

中村　典嗣 

坪倉　武広 

廣嶋恵津子 

田中　順子 

松本　尚子 

小森　和男 

小森　教正 

給田　周作 

和田慎太郎 

藤原恵美子 

松岡　豊美 

田辺　聖子 

中村　孝幸 

水口　規宏 

椋平　哲朗 

久保　和明 

吉田　茂夫 

土出　政信 

吉田　　誠 

横島　勝則 

能勢　知生 

大久保　亨 

矢野　義則 

山添　敏弘

金子　博文

寺田　知博

池田　弘幸

篠村　直樹

後藤　真哉

小谷　将貴

坂本　竜児

才本　　茂

奥田　直人

横山　文明 

吉岡日出圭  

 

 

大宮市民局 

 

 

 

 

 

網野市民局 

 

 

 

 

 

丹後市民局 

 

 

 

 

弥栄市民局 

 

 

 

久美浜市民局 

 

会計管理者 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員会 

事　務　局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

監査委員事務局 

農業委員会事務局 

 

 

消防本部 

 

 

 

 

 

 

峰山消防署 

 

中西　則昭（網野分署警備１係） 

松本　欣也（久美浜分署警備１係） 

松本　　努（久美浜分署警備２係） 

山本　篤生（総務課） 

指田　　竜（消防課消防２係） 

廣野　克巳（予防課） 

木下　哲也（消防課消防１係） 

中田　和之（竹野川分遣所警備１係） 

田家　彰浩（消防課消防１係） 

矢谷　正利（網野分署警備２係） 

村野　二郎（久美浜分署警備２係） 

平井　孝直（総務課) 

和田　英樹（予防課）　　　　　　 

中西　孝文（久美浜警備１係） 

上田　一朗（予防課） 

平井　信也（消防課消防１係） 

奥田　直人（竹野川分遣所） 

渡邊登世浩（網野分署警備２係） 

梅田　雅弘（竹野川分遣所警備２係） 

小牧　文麿（消防課消防１係） 

山下　良之（久美浜分署警備２係） 

井上　忠司（消防課消防２係） 

木下　夢大（網野分署警備２係） 

永岡　　晃（竹野川分遣所警備２係） 

岩田　善雄（消防課消防２係） 

富田　　良（久美浜分署警備２係） 

木村　好宏（網野分署警備１係） 

三宅　英樹（消防課消防２係） 

安川　郁夫（総務課総務係）　 

日下部宣仁（消防課救急１係） 

山本　景一（網野分署警備２係） 

堀江　正男（消防課消防１係） 

吉岡　徹也（網野分署警備１係） 

浅田　智成（竹野川分遣所警備１係） 

今井　大祐（竹野川分遣所警備２係） 

吉田　件昨（消防課） 

井上　一彦（久美浜分署警備１係） 

川戸　一太（消防課消防２係） 

安井　英人（消防課救急２係） 

増田　　淳（指令室指令３係） 

中村　　猛（消防課消防２係） 

山形　昭裕（網野分署警備２係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

峰山消防署 

 

消防課消防１係 

消防課消防１係 

消防課消防１係 

消防課消防１係 

消防課救急１係 

消防課予防１係 

消防課予防１係 

消防課消防２係 

消防課消防２係 

消防課消防２係 

消防課消防２係 

消防課消防２係 

消防課救急２係 

消防課救急２係 

消防課予防２係 

消防課予防２係 

指令室 

指令室指令２係 

指令室指令３係 

予防課 

網野分署警備１係 

網野分署警備１係 

網野分署警備１係 

網野分署警備２係 

網野分署警備２係 

網野分署警備２係 

網野分署警備２係 

網野分署警備２係 

久美浜分署警備１係 

久美浜分署警備１係 

久美浜分署警備１係 

久美浜分署警備２係 

久美浜分署警備２係 

久美浜分署警備２係 

久美浜分署警備２係 

竹野川分遣所 

竹野川分遣所警備１係 

竹野川分遣所警備１係 

竹野川分遣所警備１係 

竹野川分遣所警備２係 

竹野川分遣所警備２係 

竹野川分遣所警備２係 

係　　長　○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

係　　長 

 

指令室長 

係　　長　○ 

 

課長補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

係　　長 

 

 

 

 

 

 

分遣所長　○ 

係　　長 

 

 

 

 

 

学校・給食センター 

 

 

 

 

 

 

幼稚園 

五箇小学校 

丹波小学校 

峰山中学校 

大宮第一小学校 

大宮第三小学校 

大宮中学校 

大宮中学校 

吉野小学校 

弥栄中学校 

田村小学校 

神野小学校 

久美浜中学校 

網野幼稚園　　園長 

峰山幼稚園 

森本由美子（田村小学校） 

田中　暁子（久美浜中学校） 

川原　英子（丹波小学校） 

荒田　綾子（峰山中学校） 

木成八千代（吉野小学校） 

野村　弘和（大宮第三小学校） 

川竹百合子（大宮第三小学校） 

形山　好恵（弥栄中学校） 

田丸　良子（大宮中学校） 

田中可寿子（久美浜小学校） 

佐野　大裕（川上小学校） 

藤原　誠一（神野小学校） 

梅田津也子（丹波保育所） 

野村　圭乃（網野幼稚園） 

人

事

異

動 

人

事

異
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峰山保育所 

吉原保育所 

長岡保育所 

新山保育所 

丹波保育所 

口大野保育所 

 

大宮南保育所 

 

河辺保育所 

善王寺保育所 

 

網野保育所 

 

 

網野みなみ保育所 

 

浅茂川保育所 

島津保育所 

間人保育所 

豊栄保育所 

下宇川保育所 

上宇川保育所 

和田野保育所 

和田野保育所野間分園 

 

鳥取保育所 

 

 

溝谷保育所 

 

吉野保育所 

湊保育所 

神野保育所 

田村保育所 

 

こうりゅう保育所 

所　　長 

 

所　　長○ 

 

所　　長○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所　　長 

所長補佐○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

所　　長○ 

 

 

所　　長○ 

 

 

所　　長 

 

 

所　　長 

所　　長○ 

 

 

 

 

所長補佐○ 

梅田　幸子（長岡保育所） 

古村　佳子（神野保育所） 

野村三重子（河辺保育所） 

徳田　美絵（大宮南保育所） 

山添由美子（新山保育所） 

多賀野博子（峰山保育所） 

高杉　弘子（網野みなみ保育所） 

鳥垣　泰加（浅茂川保育所） 

西村　繭子（吉原保育所） 

奥野麻衣子（島津保育所） 

大木登志子（大宮南保育所） 

中村由里子（新山保育所） 

田　悦美（大宮南保育所） 

小村　佳世（久美浜保育所） 

丸岡眞理子（浅茂川保育所） 

中村恵美子（網野みなみ保育所） 

藤原　弘子（網野みなみ保育所） 

深田　美和（河辺保育所） 

小松　靖幸（網野学校給食センター） 

松本亜紀子（たちばな保育所） 

松井　千鶴（口大野保育所） 

中村　真子（上宇川保育所） 

佐々木真由美（豊栄保育所） 

畑中　ゆみ（網野みなみ保育所）

谷岡　朝子（下宇川保育所） 

平林かよ子（黒部保育所） 

山口ゆかり（和田野保育所野間分園） 

吉岡　里美（間人保育所） 

吉岡　典子（鳥取保育所） 

上田真規子（溝谷保育所） 

堀　　幸恵（島津保育所） 

吉岡ますみ（吉野保育所） 

本井千加子（たちばな保育所） 

小野崎美環（和田野保育所） 

久岡　弥生（溝谷保育所） 

嶋 さなえ（田村保育所） 

岡田　節子（田村保育所） 

東　由美子（網野みなみ保育所）

小国　千鶴（こうりゅう保育所） 

越江　絵梨（こうりゅう保育所） 

岡田　茂子（こうりゅう保育所） 

藤原　知子（大宮南保育所） 

弥栄病院技術部 

弥栄病院薬剤部 

 

 

 

 

 

弥栄病院看護部 

 

 

 

 

 

弥栄病院訪問看護ステーション 

 

 

 

 

久美浜病院看護部 

  

 

 

 

久美浜病院地域医療連携室 

久美浜病院通所リハビリテーション 

生活環境部　大宮診療所 

梅田　匡純（弥栄病院技術部） 

金森　政典（新規採用） 

三浦　明美（弥栄病院看護部） 

加藤　弘子（弥栄病院看護部） 

渡辺美佐子（弥栄病院看護部） 

讃岐　典子（新規採用） 

才本　良子（新規採用） 

吉岡　美紀（新規採用） 

久岡　直美（新規採用） 

松本　　惠（新規採用） 

中谷　朱美（新規採用） 

和久田幸代（新規採用） 

小西　　恵（新規採用） 

今田　寿江（新規採用） 

松尾　慶子（弥栄病院訪問看護ステーション） 

富川　美恵（地域医療連携室） 

藤本　江見（久美浜病院看護部） 

白岩真寿美（久美浜病院通所リハビリテーション） 

奥谷　典子（新規採用） 

田中　英三（新規採用） 

埋金　　瑞（新規採用） 

宇野　朋子（新規採用） 

廣田　麻衣（新規採用） 

吉谷　尚子（新規採用） 

田中　文子（久美浜病院看護部） 

安達　　徹（新規採用） 

奥田　貴代（弥栄病院） 

主任理学療法士○

     

看護師長　○ 

主任看護師○ 

主任看護師○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主任看護師○ 

総看護師長○ 

看護師長　○ 

主任看護師 

 

 

 

 

 

 

室　　　長 

（３月31日付け） 

吉岡　正俊 

近藤　咲美 

岸本　繁之 

若松　和彦 

管理課　課　　長○ 

管理課 

管理課　課長補佐○ 

管理課 

弥栄病院事務部 

久美浜病院

事　務　部 

（医療政策監付） 

（総務部総務課） 

（総務部税務課） 

（教育委員会事務局教育総務課） 

増田　英雄（農林水産部　部長） 
山本　邦昭（丹後市民局　市民局長） 
小石原仲秀（総務部総務課　課長） 
吉岡　誠一（生活環境部医療保険課　課長） 
福井　利道（生活環境部環境推進課　課長） 
松田　正信（保健福祉部子育て支援課　課長） 
中村　　雅（商工観光部丹後の魅力総合振興課　課長） 
久岡　昭雄（網野市民局地域事業課　課長） 
藤村　隆生（丹後市民局市民福祉課　課長） 
黒崎　　勇（教育委員会事務局文化財保護課　課長） 
吉岡　文代（会計課　課長） 
森　　重俊（生活環境部市民課　主幹） 
坂本　裕子（丹後市民局市民福祉課　主幹） 
行待　　彰（弥栄市民局地域事業課　主幹） 
堀江　豊子（商工観光部観光振興課　課長補佐） 
番場　常夫（峰山市民局地域事業課　課長補佐） 
安田　則子（丹後市民局市民福祉課　課長補佐） 
川戸　　剛（教育委員会事務局網野学校給食センター　センター長） 
入江　君子（会計課　主査） 
粟倉　伸雄（生活環境部医療保険課） 
山本エミコ（久美浜市民局市民福祉課） 
野村　　薫（久美浜市民局市民福祉課） 
松村　眞弓（教育委員会事務局弥栄教育分室） 

中西　定征（峰山消防署　署長） 

浅田　武士（峰山消防署指令室　室長） 

河村　安英（峰山消防署指令室　副室長） 

松尾　秀行（峰山消防署予防課　課長補佐） 

坂井　和正（峰山消防署竹野川分遣所　警備１係長） 

 

今西　恒子（峰山保育所 所長） 

松本　早苗（網野みなみ保育所 所長） 

東　　裕子（間人保育所　所長補佐） 

今西　久野（和田野保育所 所長） 

谷山美代子（鳥取保育所 所長） 

田宮美枝子（湊保育所　所長） 

新井　和美（五箇保育所） 

岡田みつ子（河辺保育所） 

池本百合子（網野保育所） 

中江小夜子（下宇川保育所） 

平林以千子（鳥取保育所） 

稲田　月子（湊保育所） 

 

西村　淑子（五箇小学校） 

田中　繁野（丹波小学校） 

糸井智佳子（大宮第一小学校） 

糸井　照雄（大宮中学校） 

兵藤　一子（網野幼稚園　園長） 

 

松田　美鶴（弥栄病院看護部　看護師長） 

金森　明子（弥栄病院地域医療連携室） 

大野木宏彰（弥栄病院技術部） 

中島　麻矢（弥栄病院看護部） 

田中　桂子（弥栄病院看護部） 

藤田まゆみ（弥栄病院看護部） 

小南　一枝（弥栄病院看護部） 

 

岡田　良一（久美浜病院事務部管理課　課長補佐） 

井通　純子（久美浜病院看護部　総看護師長） 

田中三枝子（久美浜病院看護部） 

辻　　知子（久美浜病院看護部） 

 

田中真由美（生活環境部　大宮診療所） 

退　　職 

丹後モデルフォレスト地域協議会、与謝地方林業振興会 

丹後地方林業振興会、京都府丹後広域振興局 

　　　連絡先：京丹後市峰山町丹波855（☎62-4306） 

緑の募金にご協力ください 
【緑の募金の目的】【緑の募金の目的】 【緑の募金の目的】 

　災害の被害軽減、水源涵養、木材供給、温暖化軽減など、森林にはさまざまな機能があります。 

　私たちの生活に欠かすことのできない森林を健全に未来に引き継ぐため、森林の恩恵を受けている私

たち府民が一丸となり、森林の整備・保全を進めることが求められています。 

　人と森・樹の関係を活発にし、森林を持続的に保全するため、緑の募金活動を展開しています。 

　みなさんからいただいた大切な緑の募金は、青少年の環境教育、フォーラムの開催支援などによる普

及啓発活動や、地域や学校などの緑化活動に活用されています。 

　緑の募金は、毎年春、秋の２期にわたり実施されます。 

【このようなことに使われます】【このようなことに使われます】 【このようなことに使われます】 

【いつやるの？？】【いつやるの？？】 【いつやるの？？】 

普及啓発普及啓発 普及啓発 

青少年の自然体験教育 フォーラムなどの開催支援 

地域の緑化 学校の緑化 

緑化活動緑化活動 緑化活動 

下草刈り下草刈り 下草刈り 植物観察植物観察 植物観察 

春期募金期間　３月20日～５月31日 

秋期募金期間　９月１日～10月31日 

緑

の

募

金 
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箱
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見
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ど
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部
割
愛
さ
せ
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た
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い
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ま
す
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　ご意見箱へお寄せいただくご

意見には、特定の個人や団体な

どへの誹謗・中傷を除き、すべ

てお答えすることとし、お名前

や連絡先をご記入いただいてい

るかたにつきましては、直接お

答えもさせていただいています。

一方、お名前や住所などの連絡

先の記入のないものにつきまし

ては、市のホームページおよび

広報紙でお答えすることとして

います。 

　ホームページには、個人情報

に関するものを除き、随時掲載

していますが、広報紙は月に１

回の発行であり、どうしてもお

答えを掲載するのに時間がかか

ってしまいます。また、広報紙

では紙面が限られているためご

意見やお答えを一部割愛して掲

載することとなります。 

　これまで、お名前や連絡先な

どが記されていたご意見では、

ご意見の内容を確認させていた

だき、できる限り正確でていね

いな回答をお返しするように努

めています。お名前や連絡先な

どが記されていないご意見につ

きましては、再質問的に何度もい

ただいているご意見もあります。

正確な回答をできるだけ速やか

にお返しするために、住所をは

じめ、お名前・連絡先などをぜ

ひご記入ください。 

★　　　　　　　　　　　　★★　　　　　　　　　　　　★ ★　　　　　　　　　　　　★ ★投稿に際してのおねがい★★投稿に際してのおねがい★ ★投稿に際してのおねがい★ 

選
挙
経
費
削
減
の
た
め
、
投
票
所

事
務
な
ど
を
公
募
し
て
は
ど
う
か 

　
選
挙
の
と
き
、
投
票
所
で
職
員
が
従
事
し

て
い
る
事
務
を
、
市
民
か
ら
公
募
さ
れ
る
こ

と
は
な
い
の
で
す
か
。 

　
以
前
、
議
会
で
選
挙
当
日
の
立
会
人
の
公

募
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
選

挙
に
お
金
を
か
け
す
ぎ
な
い
よ
う
、
開
票
事

務
も
時
間
給
で
公
募
す
る
こ
と
も
大
切
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
す
れ
ば
、
行

政
に
関
心
を
持
つ
市
民
も
増
え
て
く
る
と
思

い
ま
す
し
、
市
が
め
ざ
す
「
市
民
と
行
政
の

協
働
」
と
し
て
も
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
選
挙
当
日
の
職
員
の
休

日
出
勤
は
、
手
当
て
で
は
な
く
、
振
り
替
え

に
す
べ
き
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
議
会
で
質
問
や
提
案
が
あ
っ
た
後
、
ど
う

な
っ
た
の
か
知
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の

で
し
ょ
う
か
。 

【
市
内
・
女
性
】 

開
票
も
含
め
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
可
能
な
事
務
な
ど
を
精
査
し
て

い
き
ま
す 

　
今
回
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
に
つ
い
て
、

選
挙
事
務
を
管
理
す
る
市
選
挙
管
理
委
員
会

へ
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
と
お
り
回
答
が

あ
り
ま
し
た
。 

　
「
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
昨
年
四
月
に

執
行
さ
れ
た
京
都
府
知
事
選
挙
に
お
い
て
、

初
め
て
期
日
前
投
票
所
投
票
立
会
人
を
市
民

の
み
な
さ
ん
か
ら
公
募
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
七
十
八
人
の
市
民
の
か
た
に
応
募
し
て

い
た
だ
き
、
行
政
に
関
心
を
も
っ
て
お
ら
れ

る
か
た
が
多
い
こ
と
を
再
確
認
し
、
期
日
前

投
票
所
投
票
立
会
人
と
し
て
選
挙
事
務
に
従

事
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
選
挙
事
務
に
は
、
多
く
の
個
人
情
報
が
付

随
し
、
ま
た
投
票
事
務
の
円
滑
、
順
調
、
迅

速
処
理
を
適
切
に
講
じ
る
た
め
、
そ
れ
ら
の

取
り
扱
い
に
は
慎
重
を
期
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
現
在
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
業

務
の
担
い
手
を
外
部
に
求
め
る
こ
と
）
で
き

る
業
務
な
ど
を
精
査
し
、
事
前
に
十
分
な
研

修
が
実
施
で
き
る
体
制
を
整
え
た
上
で
、
選

挙
当
日
の
投
票
所
の
事
務
、
開
票
作
業
に
つ

き
ま
し
て
も
、
職
員
以
外
の
か
た
に
お
願
い

す
る
よ
う
な
方
法
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
で
き
れ
ば
今
年
七
月
に
予
定
さ
れ

て
い
る
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
で
実
現
さ
せ

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
推
進
す
る

こ
と
は
、
選
挙
経
費
の
削
減
と
な
り
、
そ
れ

が
市
民
の
み
な
さ
ん
と
行
政
の
協
働
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。 

　
市
職
員
の
振
り
替
え
（
代
休
）
措
置
に
つ

い
て
は
、
多
く
の
市
職
員
が
選
挙
事
務
に
携

わ
る
こ
と
か
ら
、
平
日
業
務
に
支
障
を
き
た

さ
な
い
範
囲
で
実
施
で
き
る
か
な
ど
、
市
当

局
と
協
議
を
行
い
た
い
と
考
え
ま
す
」
と
の

こ
と
で
し
た
。 

　
市
と
し
て
も
平
日
業
務
に
支
障
を
き
た
さ

な
い
よ
う
、
ま
た
選
挙
経
費
の
削
減
に
少
し

で
も
貢
献
す
る
こ
と
と
な
る
よ
う
、
市
選
挙

管
理
委
員
会
と
よ
く
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。 

　
な
お
、
議
会
で
の
質
問
や
提
案
へ
の
対
応

も
含
め
、
何
か
ご
質
問
や
行
政
に
つ
い
て
の

不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

所
管
す
る
部
局
な
ど
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
総
務
課
】 

市
の
管
理
す
る
施
設
の
一
日
も
早

い
禁
煙
対
策
を 

　
昨
年
の
広
報
き
ょ
う
た
ん
ご
十
月
号
の
中

で
、
健
康
と
た
ば
こ
の
話
が
出
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ご
意
見
箱
の
ペ
ー
ジ
に
も
喫
煙
の
話

題
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
私
も
検
診
の

た
び
に
た
ば
こ
の
こ
と
を
言
わ
れ
ま
し
た
。

保
育
所
は
、
禁
煙
の
表
示
が
見
当
た
り
ま
せ

ん
が
、
学
校
に
は
禁
煙
の
表
示
が
あ
り
、
敷

地
内
で
の
喫
煙
は
で
き
ま
せ
ん
し
、
病
院
は

建
物
内
に
禁
煙
と
い
う
表
示
が
見
ら
れ
ま
す
。 

　
し
か
し
、
市
役
所
を
は
じ
め
市
民
局
や
そ

の
ほ
か
の
多
く
の
市
の
管
理
施
設
で
は
、
喫

煙
が
で
き
る
状
態
で
す
。 

　
市
は
健
康
と
職
員
の
業
務
専
念
の
た
め
、

一
日
も
早
く
市
関
連
施
設
を
禁
煙
に
す
べ
き

で
す
。 

【
無
記
名
】 

分
煙
対
策
に
努
め
る
と
と
も
に
職
員

へ
喫
煙
マ
ナ
ー
を
周
知
徹
底
し
ま
す 

　
平
成
十
五
年
五
月
に
施
行
さ
れ
た
健
康
増

進
法
に
お
い
て
、
事
務
所
そ
の
ほ
か
、
多
数

の
か
た
が
利
用
す
る
施
設
の
管
理
者
に
対
し
、

受
動
喫
煙
防
止
対
策
を
講
ず
る
こ
と
が
義
務

化
さ
れ
ま
し
た
。 

　
市
の
管
理
す
る
施
設
で
は
、
た
ば
こ
を
吸

う
か
た
、
吸
わ
れ
な
い
か
た
と
も
に
気
持
ち

よ
く
施
設
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

一
部
喫
煙
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
分
煙
対
策
に

努
め
る
と
と
も
に
、
職
員
に
対
し
て
、
喫
煙

の
際
の
留
意
事
項
な
ど
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
通
知
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
徹
底
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
し
、
場
所
と
状
況
に
応

じ
た
禁
煙
自
体
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
も
、

問
題
意
識
を
持
ち
続
け
て
お
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。 

 

○
各
庁
舎
に
よ
っ
て
喫
煙
対
策
事
情
が
異
な

る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
庁
舎
管
理
担
当
課
の

指
示
に
従
う
こ
と
と
し
、
指
定
さ
れ
た
場
所

以
外
で
は
吸
わ
な
い
こ
と
。 

○
喫
煙
専
用
室
お
よ
び
分
煙
対
策
済
み
以
外

の
場
所
で
の
喫
煙
に
つ
い
て
は
、
非
喫
煙
者 

へ
の
受
動
喫
煙
防
止
に
配
慮
す
る
こ
と
。 

 

Ａ

 

Ａ

 

Ｑ

 

Ｑ
○
各
課
の
管
理
し
て
い
る
公
共
施
設
お
よ
び

各
種
行
事
に
お
け
る
喫
煙
対
策
に
つ
い
て
は
、

「
ご
意
見
」
や
健
康
増
進
法
の
趣
旨
を
踏
ま

え
て
、
適
切
な
対
応
を
す
る
こ
と
。 

 

　
ま
た
、
保
育
所
に
お
け
る
禁
煙
対
策
に
つ

い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の

た
め
、
園
庭
を
含
め
、
施
設
内
を
禁
煙
と
し

て
お
り
、
禁
煙
の
表
示
は
し
て
い
ま
せ
ん
が
、

「
保
育
所
だ
よ
り
」
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。 

　
な
お
、
市
で
は
、
禁
煙
サ
ポ
ー
ト
対
策
と

し
て
、
卒
煙
を
望
ま
れ
る
市
民
の
み
な
さ
ん

を
対
象
と
し
た
卒
煙
講
座
を
開
催
す
る
な
ど
、

禁
煙
を
支
援
す
る
た
め
の
対
策
を
講
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
職
員
に
対
し
て
も
、
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、
卒
煙
を
勧
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

【
総
務
課
】 

今
あ
る
防
犯
灯
の
点
検
、
交
換
を

お
願
い
し
ま
す 

　
防
犯
灯
の
点
灯
し
な
い
箇
所

が
あ
り
ま
す
。
新
規
要
望
も
大

事
で
す
が
、
今
ま
で
の
も
の
も

点
検
し
、
蛍
光
灯
を
交
換
す
る

な
ど
の
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。 

【
無
記
名
】 

自
治
区
と
の
協
力
に

よ
る
定
期
的
な
点
検

を
行
っ
て
い
き
ま
す 

　
京
丹
後
市
内
に
は
、
約
一
万

千
灯
の
防
犯
灯
お
よ
び
交
通
安
全
灯
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
う
ち
約
八
千
灯
を
自
治
区
に
維

持
管
理
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
残
り
三
千

灯
は
京
丹
後
市
が
維
持
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
。
管
理
の
基
準
は
集
落
か
ら
お
お
む
ね
百

㍍
以
内
の
範
囲
は
自
治
区
、
そ
れ
以
外
の
範

囲
は
市
管
理
と
し
て
い
ま
す
。
蛍
光
灯
の
寿

命
は
照
度
時
間
に
も
よ
り
ま
す
が
、
お
お
む

ね
二
〜
三
年
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
原
則
、
集
落
内
の
防
犯
灯
の
維
持
管
理
は

自
治
区
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
の
で
、
自
治

区
に
お
け
る
定
期
的
な
点
検
修
理
に
努
め
て

い
た
だ
く
よ
う
自
治
区
に
対
し
て
説
明
や
要

請
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
一
方
、
市
の
管
理
す
る
範
囲
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ご
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
よ
う
に
市

が
定
期
的
な
点
検
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
灯
数
も
多

い
こ
と
か
ら
、
常
時
の
点
検
が
十
分
で
は
な

い
た
め
、
球
切
れ
な
ど
に
お
気
付
き
に
な
ら

れ
ま
し
た
ら
、
市
民
局
へ
ご
連
絡
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

【
市
民
課
】 

今
後
、
開
放
市
長
室
は
開
催
さ
れ

な
い
の
で
す
か 

　
今
年
度
は
、
開
放
市
長
室
を
開
催
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
で
す
が
、
な
ぜ
で
す
か
。
確
か
、

公
約
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
、
私
の

思
い
違
い
で
し
ょ
う
か
。
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。 

【
市
内
・
男
性
】 

よ
り
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
と

の
懇
談
の
た
め
、
市
政
懇
談
会
と

し
て
開
催
し
て
い
き
ま
す 

　
開
放
市
長
室
は
、
市
民
本
位
、
市
民
起
点

の
行
政
を
築
き
あ
げ
る
と
と
も
に
、
開
か
れ

た
市
政
の
実
現
を
図
ろ
う
と
、
市
長
室
を
開

放
し
、
市
長
が
市
民
の
み
な
さ
ん
の
お
声
を

直
接
聞
か
せ
て
い
た
く
機
会
と
し
て
、
平
成

十
六
年
度
に
二
回
、
平
成
十
七
年
度
に
一
回

実
施
し
ま
し
た
。 

　
開
放
市
長
室
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の

お
ひ
と
り
、
お
ひ
と
り
の
お
声
を
丁
寧
に
お

聞
か
せ
い
た
だ
け
る
利
点
が
あ
る
一
方
で
、

面
談
で
き
る
人
数
や
、
面
談
時
間
な
ど
が
制

約
さ
れ
る
た
め
、
平
成
十
七
年
度
か
ら
は
、

よ
り
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
と
懇
談
で
き

る
よ
う
、
市
政
懇
談
会
と
し
て
、
市
長
の
ほ

か
、
市
幹
部
職
員
と
と
も
に
、
地
域
へ
出
向

き
、
多
く
の
市
民
の
み
な
さ
ん
と
直
接
、
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
、
開
放
市
長
室
の
持
ち
方
に
つ
い
て

も
検
討
を
加
え
な
が
ら
、
年
二
回
程
度
の
回

数
で
、
市
政
懇
談
会
の
形
式
で
開
催
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
参
加
い
た
だ

き
、
市
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
協
働
意
識
を

深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

【
秘
書
広
報
広
聴
課
】 
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市
立
図
書
館 

読み聞かせボランティア研修会・交流会 

　京都府立図書館がはじめた「ｅサービス」っ

てどんなサービスですか？ 

　平成19年３月からスタートしたインターネッ

トによる京都府立図書館資料の取り寄せ申し込

みサービスのことです。 

　「ｅサービス」は、市町村図書館などに所蔵

されていない本が府立図書館にある場合、その

本の市町村図書館などへの取り寄せを、インタ

ーネットで申し込みできるサービスです。これ

までは、来館して依頼しなければならなかった

ことが、インターネットでできるようになり、

より便利になりました。詳しくは、図書館（室）

にお尋ねください。 

 

借りた絵本が破れていたのでセロハンテープで

修理しましたが、よかったでしょうか？ 

借りられた本が破れていたり、万が一ご利用の

際に破れたときは、修理などしないでそのまま

お持ちください。また、落書きや汚れに気づか

れたときも職員にお知らせください。 

　難病を患い、死に直面する息子トキオを前に、拓

実は妻に自分は若いころトキオに会ったことがある

と語り始めます。 

　定職につかず、何かでかいことがしたいと思って

いた拓実の前に、トキオと名乗る見知らぬ青年が現

れます。別れの手紙を残していなくなった彼女をト

キオとともに探し、自分の生い立ちをたどりながら

拓実は少しずつ成長していきます。 

　親と子の見えない絆が描かれていて、さわやかな

気持ちになれる作品です。 

　　　本書を所蔵している館　 

 　　　　峰山図書館・あみの図書館・大宮図書室 

　　　　　弥栄図書室・久美浜図書室 

◆日　時 

◆場　所 

◆内　容 

 

◆対象者 

４月21日（土）　14：00～15：00 

峰山地域公民館　和室 

手品・大型紙芝居・パネルシアター「三

びきのやぎとトロルのおはなし」ほか 

３歳～小学生 

　※大人のかたもご参加ください。 大宮売神社境内 

図書館利用Ｑ＆Ａ図書館利用Ｑ＆Ａメモ図書館利用Ｑ＆Ａ

　豊岡市立図書館児童ボランティア専任講師の橋本し

げみさんを招き、３月４日にあみの図書館で、「読み

聞かせボランティア研修会・交流会」を開催しました。 

　研修会は、豊富な経験や実績をもとに、読み聞かせ

やブックトーク、ストーリーテリングなどの実演を入

れながら、よい絵本の選び方、読み聞かせの意義、読

み聞かせボランティアの役割などについてお話しいた

だき、約60人の参加者が熱心に聞き入りました。 

　参加者のみなさんは、日ごろ活動する中で感じてい

ることが再確認でき、今後の活動の励みになりました。 

　その後、市内で読み聞かせなどを行っている９団体

のうち、「丹後町絵

本読み聞かせボラン

ティアの会」と「口

大野図書館ハロウィ

ン」が、人形劇など

を披露し、それぞれ

の団体の活動の紹介

をするなど、交流を

深めました。 

４月から全館（６館４月から全館（６館）、祝日開館をはじめます、祝日開館をはじめます ４月から全館（６館）、祝日開館をはじめます 
今年のゴールデンウィークは、ぜひ図書館へ！今年のゴールデンウィークは、ぜひ図書館へ！ 今年のゴールデンウィークは、ぜひ図書館へ！ 

図書館カレンダー　４月29日（日）～５月６日（日） 

４月29日（日） 

４月30日（月） 

５月１日（火） 

５月２日（水） 

５月３日（木） 

５月４日（金） 

５月５日（土） 

５月６日（日） 

開館 

× 

× 

開館 

開館 

開館 

開館 

開館 

昭和の日 

休館日 

館内整理日 

 

憲法記念日 

みどりの日 

子どもの日 

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

子ども読書の日記念おはなし会 子ども読書の日記念おはなし会 

『トキオ』　（講談社） 

東野　圭吾　著 

おすすめの本おすすめの本

【峰山図書館】 

　
今
回
は
、
大
宮
町
周
枳
（
す
き
）
の
大
宮

売
神
社
境
内
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

　
本
紙
の
平
成
十
六
年
九
月
号
に
お
い
て
も

ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
大
宮
売
神
社
は
、
平

安
時
代
の
「
延
喜
式
（
え
ん
ぎ
し
き
）
」
と

い
う
書
物
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
古
い
神
社
で

す
。
御
祭
神
二
座
の
う
ち
一
座
は
、
宮
中
八

神
の
一
神
で
あ
る
大
宮
売
神
で
あ
り
、
も
う

一
座
は
若
宮
売
（
わ
か
み
や
め
）
神
で
す
。 

　
南
西
か
ら
北
東
方
向
に
長
く
の
び
る
神
社

参
道
は
、
美
し
い
松
並
木
が
続
き
ま
す
。
そ

の
先
に
位
置
す
る
神
社
境
内
は
、
本
殿
北
側

に
現
在
も
禁
足
地
（
き
ん
そ
く
ち
）
の
杜
が

あ
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
本
殿
前
に
は
石
燈
籠
二
基
（
国
重

要
文
化
財
）
や
、
旧
本
殿
（
市
指
定
文
化
財
）

と
い
っ
た
文
化
財
が
あ
り
、
古
社
の
た
た
ず

ま
い
を
残
し
て
い
ま
す
。 

　
神
社
の
あ
る
場
所
は
、
古
墳
時
代
中
期
（
お

よ
そ
一
五
〇
〇
年
前
）
に
お
祭
り
が
行
わ
れ

て
い
た
祭
祀
遺
跡
（
さ
い
し
い
せ
き
）
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

　
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
年
）
に
発
刊
さ

れ
た
「
京
都
府
史
蹟
勝
地
（
し
せ
き
し
ょ
う

ち
）
調
査
会
報
告
第
五
冊
」
に
は
、
京
都
帝

国
大
学
（
現
在
の
京
都
大
学
）
の
梅
原
末
治

さ
ん
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
に
採
集
さ
れ
た
資

料
の
報
告
が
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
境
内
地

の
鳥
居
と
拝
殿
の
中
間
地
点
に
お
い
て
六
尺

（
約
一
・
八
メ
ー
ト
ル
）
四
方
の
試
掘
調
査

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
試
掘
調
査
の
結
果
は
、

一
尺
五
六
寸
（
約
〇
・
五
メ
ー
ト
ル
）
の
厚

さ
で
表
土
と
、
約
二
尺
（
約
〇
・
六
メ
ー
ト

ル
）
の
黒
色
土
が
あ
り
、
こ
の
土
に
土
器
や

石
製
品
が
含
ま
れ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
下
層
は
、
砂
利
が
混
じ
る
粘
土

層
の
よ
う
で
す
。
同
じ
よ
う
な
土
の
堆
積
は
、

平
成
十
二
年
に
神
社
周
辺
で
行
わ
れ
た
公
共

下
水
道
工
事
に
伴
う
立
会
調
査
の
と
き
に
も

見
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
安
定
し
た
砂
利
混
じ

り
の
粘
土
層
上
で
は
、
弥
生
時
代
以
降
に
人
々

が
生
活
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
な
お
、

こ
の
立
会
調
査
で
は
、
弥
生
時
代
中
期
を
中

心
と
す
る
土
器
が
、
大
量
に
出
土
し
た
川
（
ま

た
は
溝
）
の
跡
を
い
く
つ

か
確
認
し
て
お
り
、
峰
山

町
長
岡
の
途
中
ヶ
丘
遺
跡

の
よ
う
な
弥
生
時
代
の
環

濠
集
落
が
こ
の
地
に
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
神
社
境
内
で
採
集
さ
れ

た
資
料
は
、
梅
原
さ
ん
の

報
告
に
よ
る
と
、
滑
石
（
か

っ
せ
き
）
と
い
う
軟
ら
か
い
石
で
つ
く
ら
れ

た
玉
類
（
勾
玉
・
小
玉
）
を
は
じ
め
、
鏡
形
・

鏃
形
（
や
じ
り
が
た
）

の
滑
石
製
模
造
品
、
ミ

ニ
チ
ュ
ア
の
土
器
が
あ

り
ま
す
。
実
用
品
を
滑

石
や
ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器

で
模
倣
し
た
も
の
は
、

祭
祀
（
お
祭
り
）
に
使

わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
（
財
）
京

都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究

所
の
吉
村
正
親
さ
ん
に

よ
る
と
、
一
緒
に
採
集

さ
れ
て
い
る
須
恵
器
（
す

え
き
）
な
ど
の
形
か
ら
、

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
古

墳
時
代
中
期
（
五
世
紀
）

に
行
わ
れ
た
水
に
か
か

わ
る
祭
祀
に
使
わ
れ
た

も
の
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
資
料
か
ら
、
神
社
周
辺
に
は
、

弥
生
時
代
以
降
、
大
き
な
ム
ラ
が
あ
り
、
古

墳
時
代
中
期
に
は
ム
ラ
の
中
で
水
に
関
わ
る

お
祭
り
を
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
ま
す
。 

　
大
宮
売
神
社
は
、
古
墳
時
代
中
期
の
祭
祀

遺
跡
が
、
同
じ
場
所
で
神
社
へ
と
発
展
し
た

点
が
注
目
さ
れ
ま
す
。 

　
以
上
の
歴
史
的
な
変
遷
と
現
在
も
古
社
と

し
て
の
景
観
が
保
た
れ
て
い
る
点
か
ら
、
昭

和
六
十
一
年
四
月
一
五
日
付
け
で
京
都
府
指

定
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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人口・世帯数 

男　　　30,927人 

女　　　33,346人 

計　　　64,273人 

世帯数　22,071世帯 

　　（３月１日現在） 

　自殺予防対策の一環として「多重

債務相談・支援室」を開設しました。 

　「相談・支援室」では、市の職員

が弁護士や司法書士などの専門家と

連携し、債務問題のお手伝いをします。 

　「相談してよかった」と言われる、

「相談・支援室」となるように努め

ていきますので、多重債務でお困り

のかたは、お気軽にご相談ください。 

◆場　　所 

◆直通電話 

◆開 設 日 

 

◆時　　間 

◆相談方法 

 

※相談は無料で、秘密は厳守します。 

大宮庁舎１階（大宮町口大野） 

☎69-0219 

月曜日～金曜日 

（祝日および閉庁日は除きます） 

9：00～16：00 

来室いただくか、電話でも構

いません。 

「多重債務相談・支援室」を開設しました 「多重債務相談・支援室」を開設しました 
お気軽に　ご相談ください お気軽に　ご相談ください 

　丹後の春の風物詩「ウエスタンリーグ公式戦」の開催日
程が決定しました。 
　今年のカードは、「サーパス（オリックス・バファローズ）」
対「広島東洋カープ」の２連戦です。 
　迫力あるプロスポーツの醍醐味を、ぜひ味わってください。 
　前売券は、マイン総合案内所、市内スポーツ店、峰山駅
キヲスク、市役所各市民局で販売しています。 
　ゲームコーナーや、京丹後市商工会のみなさんによる模
擬店も用意して、みなさんのお越しをお待ちしています。 

2007ウエスタンリーグ公式戦 

サーパス（オリックス・バファローズ）ＶＳ広島東洋カープ 

４月21日（土）・22日（日）　峰山球場 

大　人（中学生以上） 1,300円（当日1,500円） 
子ども（小学生）   500円（当日700円） 

大　人（中学生以上）   600円（当日700円) 
子ども（小学生）   300円（当日400円） 

内野席 

外野席 

１軍観戦チケット、清原選手のサインボールが当たる!!

平成19年4月 広報きょうたんご
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